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第一章　異性を虜にする方法












「あなたのことは――その、兄のようにしか思えないのよね」

　うららかな春の昼下がり。レイチェルの言葉に、王族専用の庭園にあるガゼボの中には一瞬沈黙がおりた。

　瀟洒しょうしゃな作りをしたその白いガゼボの周囲には、低木の植え込みと青々とした芝生が広がっている。芽吹きの季節を迎え、庭のあちらこちらで色とりどりの花が咲き誇り、見るものの目を楽しませていた。

　そのすぐ近くには小さな川が流れており、春の柔らかな日差しが水面に反射して煌きらめいている。

　画家がこの場にいれば、絵筆を動かす手が止まらないだろう。それほどまでに、美しく穏やかな風景が目の前に広がっていた。

　だが、今のレイチェルの目には、そんなものは一切映っていない。映っているのは、ガゼボの中でレイチェルの右隣に腰掛けている青年だけだ。

　春先の柔らかい光に揺れる焦げ茶色の髪、それから湖面を切り取ったかのような青い瞳をした、白皙はくせきの美貌の主。名前をウィルフレッド・マクニースというその人物は、ウェレイヴ王国第四王女であるレイチェル・フェルプスの婚約者にして、彼女の兄である王太子アンドリューの信篤い近衛騎士であった。

　幼い頃にアンドリューの遊び相手を務め、その後は共に学ぶ学友として過ごしてきた彼は、レイチェルにとってもまた幼馴染と言っていい相手だ。

　そのウィルフレッドとレイチェルの婚約が成立したのは、今からおおよそ一年程前。レイチェルが十七歳、彼が二十歳の時である。

　――ウィルフレッド……。

　こくりとつばを飲み込み、頬にかかる珊瑚色さんごいろの髪をわずらわしげに払いのけると、レイチェルは彼がどう答えるのか、一挙手一投足も見逃さぬよう若草色の瞳でじっと見つめた。

　だが、彼女のその視線の先で、ウィルフレッドは目を瞬またたかせると、少し困ったように笑っただけだった。

「そういうものかもしれないね」

　低く落ち着いた声が、そう言うのが聞こえる。がん、と頭を殴られたような衝撃に、レイチェルは唇を噛みしめて耐えた。

　目の奥がじわりと熱くなり、慌てて瞬きでそれを散らす。

　今の自分の顔を見られたくない。レイチェルはうつむき加減にテーブルに手を伸ばすと、そこからカップを手に取り口に運んだ。

　甘い香りのするこのお茶は、レイチェルの好みのもの。白磁はくじに珊瑚色のラインが入ったカップは、レイチェルが指示して作らせたお気に入りだ。

　だが、いまはそれらも、彼女の心を慰める役には立たなかった。






　レイチェルが初めて彼と会ったのは、レイチェルが二歳、ウィルフレッドが五歳の頃のことだ。

　その頃、ちょうど五歳になった兄アンドリューの遊び相手を務めるため、王宮へと連れてこられたからである。

　だが、その頃からアンドリューはレイチェルのことを溺愛していて、常に傍から離れなかった。

　その原因は、彼の三人の姉たちにある。幼い頃の彼女達は、とにかくやんちゃで、アンドリューはしょっちゅういじめられていたのだ。

　今にして思えば、姉たちは彼を可愛がっているつもりだったのかもしれない。だが、アンドリューにとっては至極迷惑であり、肩身の狭い思いばかりしてきたのだ。

　レイチェルが産まれたとき、アンドリューが「この天使のような赤ちゃんは、自分が姉たちから守ってやらねば」と決意したのは、そう不思議なことでもなかった。

　そうすると、当然のことながらウィルフレッドもレイチェルの傍にいることになる。

　だから、彼女の記憶の中にはいつも、アンドリューとウィルフレッドの二人がいた。

『うふふ……ふたりともだぁいすき……』

　花畑の中で、花冠を頭に被せられたレイチェルが、満面の笑みで言う。そうすると、金髪の少年が笑いながら『僕とウィルと、どっちのほうが一番だ？』と問いかけてきた。

　おかしな質問をするものだと、レイチェルが首を傾げる。

『どっちもいちばんよ？』

『ええっ……僕がおにいちゃまなのにかい……？』

　金髪の少年、アンドリューはちらりと背後の焦げ茶の髪をした少年を振り返ると、肩をすくめた。幼い日のウィルフレッドだ。

　その二人を見比べて、レイチェルが首を傾げる。

『どちらもおにいちゃまでしょう……？』

　すると、ウィルフレッドは残念そうに笑って首を振った。

『レイチェル、僕は残念ながら本当のおにいちゃまじゃないんだ』

　ええっ、と驚いたレイチェルが、アンドリューのほうに視線を向ける。すると彼は笑いながら小さく首を振った。

『大丈夫、僕はレイチェルの本当のおにいちゃまだよ』

『じゃあ……ウィルおにいちゃまは、かぞくじゃないの……？』

　レイチェルの若草色の瞳に、ぷくりと涙が滲む。すると二人は慌てたように『大丈夫だよ』と口々に言った。

『レイチェル、心配しなくても僕はずっときみと――きみたちと一緒だよ』

『そうなの……？　それはつまり、レイチェルとけっこんしてくれるということ？』

　レイチェルの発言に、彼らは大いに驚いた様子だった。だが、すぐにアンドリューが『それもいいな』などと言い出す。

　だが、ウィルフレッドは慌てたように手を顔の前でぶんぶんと振った。

『いや、そういうことじゃ……』

　――じゃあ、どういうこと？

　突然、頭の中で何かが弾け、レイチェルはゆっくりと目を開いた。二、三度瞬きを繰り返し、自分がいまいるのが、寝台の中だということに気が付く。

「そっか……昨日、あのまま寝てしまったのね……」

　ウィルフレッドとのお茶会を思い出し、レイチェルは小さくため息をついた。目の周りが腫れぼったくて、なんだか痛いような気がする。おそらく、昨日泣きながら寝てしまったせいで目が腫れているのだろう。

　レイチェルは小さく首を振ると、枕に顔を埋めた。

　――懐かしい夢を見たわ……。

　あの時、ウィルフレッドは焦ったようにアンドリューに向かって首を振っていた。だが、レイチェルにはそれがとっても良い考えのように思えたのだ。だから、その日からずっと彼女の口癖は『ウィルとけっこんする！』になったのである。

　それがいつしか、本当に彼に恋をして――婚約までしたのに。

　はあ、と大きなため息を漏らし、レイチェルは閉じていた目を開いた。

　――そう、私は彼のことが好き、なのに……。

　だから婚約が決まったときは嬉しくて仕方がなかった。それが兄アンドリューの「この世で最も信頼の置ける相手にレイチェルを託したい」という言葉が発端となったものであっても、幼い頃の夢が――そして現在の恋が叶うと無邪気に喜んだのだ。

　けれど、ウィルフレッドはレイチェルと二人で会うようになっても、昔とまったく変わらない。

　いつも穏やかで、優しくて。

　髪の毛一筋ほどの熱も感じない。

　――ウィルフレッド、あなたは私のことをどう思っているの……？

　少なくとも、大切にされているとは感じている。けれど、それは単なる「妹」としてというように、レイチェルには感じられた。

　そんな不安を抱えていたある日のこと、レイチェルは近衛隊の訓練見学を終えた帰り道で侍女たちがこう噂しているのを聞いてしまったのだ。

「それにしても、マクニース卿も大変だよねぇ」

「レイチェル殿下とのご婚約に際しちゃ、ずいぶんと泣いたご令嬢も多かったって言うじゃないか」

「あの方なら、引く手あまたでしょうにねぇ」

　突然ウィルフレッドと自分の名前が出たことに驚き、レイチェルは思わず木の陰に身を隠してしまった。

　そっと様子を窺うが、彼女達が自分に気付いた様子はない。せわしなく手を動かしながら、口もまた忙しく動いている。

　――大変……ってどういうこと……？

　確かに、ウィルフレッドは令嬢たちに人気がある。なにせ、名門マクニース侯爵家の嫡男にして、頭脳明晰容姿端麗。おまけに、王太子の信篤き近衛騎士だ。

　彼に懸想していた令嬢の一人や二人――いや、十人二十人はいてもおかしくない。

　――けど、それは別に……。

　ウィルフレッド自身は、特になんとも思っていないはずだ。だって、彼は喜んでレイチェルとの婚約を受け入れた、と聞いている。

　だが、続く侍女の言葉に、レイチェルは頭を殴られたような衝撃を受けた。

「いやそれがさ、なんでもマクニース卿には、思い合う女性がいたって話じゃないか？」

「ええー？　じゃあ、レイチェル殿下はそれを引き裂いて……？」

「王家からの話じゃ断れないっていうんで、泣く泣く別れたって聞いてるよ」

「まぁ……酷い話じゃないか」

　侍女のうちの一人が、憤慨したように言うと箒の柄で自分の肩を叩いた。それを見て、話をしていた侍女は小さく肩をすくめると「まぁ噂だけどね」と呟く。

　けれど、レイチェルの耳には、その言葉は小さすぎて届かなかった。

　あんまりな内容に、真っ青な顔色をした彼女は思わず一歩後退る。そして、若葉色の目を見開くと、ゆっくりと頭を横に振った。心臓がどくんどくんと嫌な音を立て始め、背中にじっとりと汗が滲む。

　――そんなこと、聞いたことない……。

　だが、あり得ない話ではないのかも知れない。そんなこと、思ってもみなかったけれど、ウィルフレッドだってもう二十一歳だ。

　恋愛の一つや二つ、していたっておかしくはない。

　――お兄さまと一緒に、いつも私に会いに来てくれるから気づかなかったけど……。

　本当は、そんな相手がいたのだろうか。レイチェルのもとへやってくるとき、彼はいつだって笑顔で「会いたかった」と言ってくれていたけれど、あれは本心ではなかったのかも知れない。

　――もっと他に、時間があれば会いたい方が……いたの……？

　カタカタと身体が震える。じわ、と滲んだ涙を慌てて擦ると、レイチェルはぐっと奥歯を噛みしめた。

　そうでもしなければ、この場で泣き出してしまいそうだったからだ。

　その向こうで、噂話はまだまだ続いている。

「それにしてもレイチェル殿下かぁ……殿下は今おいくつでいらしたっけ？」

「十七におなりじゃなかったかい？」

「いや、この間生誕祭を開いたばかりじゃないか、十八におなりだったはずだよ」

「えー？」

　年かさの侍女がそう指摘すると、若い侍女が驚いたような声をあげた。

「そのわりには、なんていうか……幼くていらっしゃる気が……」

「ばか、あれが高貴なお方ってもんだろ」

「だってぇ……なんか、マクニース卿がおかわいそうかなって」

「ねえ……マクニース卿は二十を超えた辺りだったもの、これから遊びたい時期でしょう？　そんな時期に、あんなネンネちゃんのお相手じゃぁ……」

「ぷっ……そこはそれ、アンタの心配するところじゃないだろ」

　にやにやした表情を浮かべた年かさの侍女の言葉に、周囲からクスクスと笑い声が漏れた。もう、やだぁ……などと言う声が、遠くに聞こえる。

　だが、それを聞いたレイチェルは、笑うどころではない。

　――お、幼い……!?　私が……!?

　そんなことを言われたことは、これまで一度もない。

　少し世間知らずなところは認めるが、それは兄やウィルフレッドが過保護なせいだ。

　――私、そんな風に思われていたの……？

　木立の向こうでは、まだまだ彼女達の会話が続いている。だが、それ以上聞く気になれず、レイチェルはその場を後にした。

　それからしばらく、レイチェルは密かに悩んでいた。

　確かに、婚約は国王である父から聞かされたもので、ウィルフレッドからじかに申し込まれたものではない。しかも、その父に聞いてみたところ、彼を婚約者に推薦してきたのは兄だという。

　父も、彼ならば――と思い、婚約についてウィルフレッドに打診してみたのだという。

　――私のことが好きだから、婚約してくれたわけじゃ……ない……。

　国王から「どうか」と聞かれれば、もう断るわけにいかないだろう。ましてや、それが自分の大親友であり、一の臣下として仕える相手からの推薦だとすればなおさらだ。

　考えてみれば、幼い頃から今にいたるまで、彼の自分への態度や接し方は全く変わっていない。一つ変わった点があるとすれば、近衛騎士になってからずっと「姫」とレイチェルのことを呼んでいた彼が、婚約してからは「レイチェル」と名前で呼んでくれるようになったこと、くらいだろうか。

　だが、それも幼少期の呼び名に戻ったようなものだ。

「はあ……」

　窓の外には曇天が広がっている。重く垂れ込めた雲は、まるで今の自分の気持ちを表しているかのようだ。

　――もしかして、もしかしてよ……？

　レイチェルは重いため息を一つつくと、腕組みして考え始めた。

　レイチェルは第四王女だ。ということは、すなわち上に三人の姉がいる、ということでもある。

　その三人の姉たちは、もう既にそれぞれ別の国に嫁いでいた。同盟を強化するための、いわゆる政略結婚のようなものだが、昔から交流のある相手に嫁いだこともあって関係は良好だという。

　だが、レイチェルにはそういった相手もいなければ、政略結婚で結ばなければならないような縁も今のところない。国内も充分に安定しているし、完全に、行き場のない状態だ。

　彼はそんな彼女を憐れんで、結婚してくれる気になったのではないだろうか。

　――きっと、お父様に言えば……この婚約、解消できるでしょうけど……。

　そもそも、この結婚で、彼が得られるものが何かあるだろうか。

　名門侯爵家の嫡男で、顔も良ければ頭も良い。武芸にも優れ、王太子の腹心の部下としての地位を自らの手でつかみ取り、着々と出世の道を歩んでいるのだ。

　レイチェルが彼に与えられるものなど、家門につくちょっとした箔くらいのものである。

　――本当なら、解放してあげるべきなんでしょうけど……。

　でもだって、自分は彼のことがとても大好きなのだ。せっかく婚約できたのに、みすみす解消するなんて、そんなことできやしない。

　うんうんと唸って、レイチェルはようやく閃いた。

　――あ、そうよ……。だったら、好かれる努力をすれば良いじゃない？

　けど、どうやって。

　そこまで考えた時、ぱっと脳裏に浮かんだのは、自分が一番信頼する侍女マーシャの顔だった。少し癖のある薄茶色の髪に、くりくりとした緑色の瞳が愛らしい少女で、レイチェルにとっては乳姉妹にあたる。

　確か彼女は、大の恋愛小説愛好家だったはずだ。レイチェルも何冊か貸して貰ったことがある。一方的に熱く語るのを、はいはいと適当に聞き流した経験も、一度や二度ではない。

　もしかしたら、とレイチェルは希望の光を見つけたような気分になった。マーシャならきっと、男性に好かれるにはどうしたらいいかを、あの大量の恋愛小説から学んで知っているに違いない。

　そう考えたレイチェルは、早速マーシャを呼び出して相談を持ちかけた。

「男性を……虜にする方法をお知りになりたい、というご相談でよいのでしょうか？」

「虜に、とまでは言っていないわ。ただ、その……女の子として見て貰うにはどうしたらいいかって言う話よ」

　話を聞いたマーシャの過激な発言に、レイチェルは慌てて首を振った。虜に、などというのはまだ自分には難易度が高すぎる。

　恐らくウィルフレッドから見て、レイチェルは妹のような存在なのだろう。だから、まずはそこから意識を変えて貰わなければいけないのではないか。

　そんなことを説明すると、マーシャは「うーん」と首を傾げた。

「そうですねぇ……」

　考え込むマーシャを、レイチェルは期待に満ちた瞳で見つめる。しばらく考え込んでいたマーシャは、そうだ、と呟くとぱちんと手を打ち合わせ、ずいっとレイチェルのほうに身体を乗り出した。

「そういえば、先日読んだ本にこんなことが書かれていましたわ」

「ど、どんな……？」

　ごくり、とつばを飲み込み、レイチェルが話の先を促す。両手で拳を握り、前のめりになった彼女の姿を見て、マーシャはにっこりと微笑むと自信ありげにこう言った。

「男性というのは、恋愛において狩人と同じ性質をもっているのだと」

「……？　ちょっと、意味がわからないわ」

　狩人、と聞いた言葉を頭の中で繰り返してみるものの、一体何のことなのかよくわからない。戸惑ったレイチェルが首を傾げると、マーシャは得意げに話を続ける。

「なんでも、男性には狩猟本能というものが備わっていて、逃げる獲物を追うように、女性に対しても追われるより追いかける方が好き――そういうタイプの方が多いんだそうです」

「追われるより、追いかける……」

「つまり、自分のことが好きでたまらないことがバレバレの女性より、ちょっと素気ない女性を口説いて自分のものにしたい。そう……そういうことなんです……っ！」

　最後、どうしてか拳を握って絞り出すように叫んだマーシャは、ぜえはあと肩で息をすると満面の笑顔を浮かべてレイチェルの手を握りしめた。

「ですからね、姫さま……マクニース卿にも、姫さまを『追わせて』やればよろしいのです」

「で、でも……どうやって？」

　当然のことながら、レイチェルはこれまでウィルフレッド一筋で生きてきた。王宮内では恋愛遊戯が流行している、という噂ぐらいは耳にしたことがあるが、夜会やその他公式行事へは必ず兄かウィルフレッドのエスコートで参加していたため、そのような場面に遭遇したことはない。

　従って、恋愛ごとにおける手管など、全く知らないのである。自信なさげに視線を落としたレイチェルに向かって、にんまりと笑うと、マーシャは胸を張り、どんと拳でそこを叩いて見せた。

「お任せください、姫さま！　このマーシャに名案がございます」

「名案……!?」

　自信たっぷりなその仕草に、レイチェルは目を煌めかせ、期待の視線を彼女に向けた。

「ええ……要は姫さまが、マクニース卿のことを……」

　ごにょごにょ、と耳元にその作戦を囁かれ、レイチェルは若草色の瞳がこぼれ落ちんばかりに目を見開いた。

　そんなこと、これまで思ったこともない。

「……本当に、それでうまくいくの？」

「ええ、姫さま……、絶対にうまくいきますわ……！」

　再び胸を叩き、マーシャが力強く頷く。レイチェルはそれを見て、ぎゅっと拳を握ると大きく頷いた。

「やってみるわ……！」

「その意気です、姫さま……！」

　彼が自分を好きでないのなら、好きにさせてやれば良いのだ。






　と、いうわけで――マーシャの作戦により、レイチェルはウィルフレッドに対し「兄としか見られない」という発言をするに至ったのである。

　その経緯を思い返し、レイチェルは、はあ、と盛大なため息をついた。それから、じわじわとウィルフレッドの反応を反芻して、がばりと枕を抱きしめる。

　――まさか……何の反応もしないなんて……。

　これまでに二度、機会を逃して、昨日が三度目の正直。自分なりに気合いを入れ、勇気を出して口にしたというのに。

「マーシャのうそつきぃ……！」

　抱きしめた枕に顔を埋め、レイチェルはばたばたと足をばたつかせた。もう、なかったことにしたい。あんなこと、言うのではなかった。

　そんな後悔ばかりが胸を占め、思い返すと息苦しささえ覚えてしまう。

　じわりと目に涙が滲み、それがぽろりとこぼれて枕に染みこんでいった。その跡を見つめながら、きゅっと唇を噛みしめる。

　――昨日も、散々泣いたじゃない……。

　だが、懸命に涙を止めようと気を奮い立たせようとしても、自分の意志とまるで関係がないかのように、流れる涙は止まらない。

　――これは、欲張った報いなの……？

　大人しく、同情で良いから彼とこのまま結婚してしまえば良かった。そうすれば、ともに暮らすうちにだんだん心を寄せて貰えたかも知れなかったのに。

　愛されて結婚したい、なんて欲を出したばっかりに、彼が本当にレイチェルのことをなんとも思っていないと言うことを再確認する羽目になってしまった。

　――そんなつもりじゃなかったのに。

　止まりかけていた涙が、また瞳に溢れてくる。もう一度枕に顔を押しつけると、レイチェルはぎゅっと目を閉じ、朝の支度のためにマーシャが来るまで微動だにすることはなかった。

















第二章　婚約者は天使












　――なんだったんだ、一体。

　突然席を立ってしまったレイチェルを呆然と見送ったあと、ウィルフレッドは首を傾げながら職務に戻った。

　一体彼女は何を言いたかったのだろう。それが気になって仕方がない。

　――俺を、兄のようにしか思えない……というのは、まあ仕方がないことだろう……。そのようなこと、気にせずとも良いのに。

　幼い頃から、それこそ兄妹のごとく常に傍にいる生活を送ってきたのだ。だから、レイチェルが自分を「兄」と認識しているのは、そうおかしなことではない。

　そう思うのだが――。

「ふう……」

　思わずため息を漏らして、小さく肩を落とす。

　おかしなことではない、と自分に言い聞かせてみるものの、なんとなく落胆してしまうのはなぜだろう。

　既に婚約してから一年の月日が流れているというのに、自分を異性として見て貰えていないことがショックだったのだろうか。

　――いや、まさか。

　苦笑して、ウィルフレッドはその考えを頭から追い払った。

　彼にとってレイチェルは、幼い頃から大切に慈しみ、生涯をかけて守るべき存在だと心に刻んだ相手である。それは幼い頃、一目見たときからだ。

　アンドリューと二人、その可憐さ、純粋さを守ってやりたいと誓い合った時のことを今でも覚えている。

　男だとか女だとか、そういうことは関係ない。婚約も結婚も、そのための手段に過ぎないのだ。だというのに。

　なんだか妙に気分が重い。自分でも気付くほど、ため息の数が増えている。

　はあ、ともう一度ため息を漏らしたウィルフレッドを、執務机に視線を落としていた青年がちらりと見やり、それからどこか呆れたように小さく肩をすくめた。きい、と椅子を揺らして立ち上がると、彼はゆっくりとウィルフレッドに近づいてくる。

　肩の下ほどまである、少し赤みのある金の髪をひとくくりにし、レイチェルと同じ若草色の瞳をしたその青年の名は、アンドリュー・フェルプス。ウェレイヴ王国の王太子にしてレイチェルの兄であり、ウィルフレッドにとっては彼女同様、身を賭として守るべき人物の一人だ。

　そのアンドリューが、どこか呆れたようにウィルフレッドに声をかけてきた。

「どうした、ウィル……そんな死にそうな顔をして。レイチェルと会ってきたのではなかったのか？」

「え？　ええ、はい。殿下にはお時間をいただきまして……」

　堅苦しく返答すると、彼はもう一度肩をすくめ、苦笑を浮かべた。

「相変わらず堅苦しいな。しかし、本当に何かあったか？　いつもなら、レイチェルに会った後は幸せオーラを嫌というほどまき散らしているおまえが、珍しい」

「は、し、幸せオーラ……ですか？　……ああ」

　思ってもみないことをいわれ、ウィルフレッドは面食らった。だが、確かに心当たりがないとは言えない。

　なにしろ、レイチェルはそこにいるだけで人の心を明るくする、純粋無垢な天使のような姫君だ。そうなるよう、アンドリューとともに、ウィルフレッドが全力で守ってきたのだから間違いない。

　そのような姫に会えば、心が浄化され幸せになるのは間違いないだろう。もちろん、それはアンドリューとて知っているはずだ。

　うんうん、と深く頷いたウィルフレッドに、しかしアンドリューは薄ら寒いものを見るような眼差しを送っていた。

　だが、幸か不幸かウィルフレッドはその視線に気付かず、再び思考の海に沈み込んでいく。

　――そもそも、なぜ今ごろになってレイチェルはあのようなことを言い出したのだ……？

　兄としか思えない、というのはわかる。だが、婚約してすぐではなく、時が経ってからそんなことを自分に告げたのは、なぜなのだろうか。

　考えられる可能性は何か、ウィルフレッドは必死になって頭を回転させた。なにせ、ウィルフレッドの大天使たるレイチェルが言ったことだ。何か理由が――深い理由があるのに違いない。

　しばらく唸りながら考えた結果、思い至ったのは恐ろしい結論だった。

「……まさか」

　小声で呟いて、頭を横に振る。

　――だが、これしかないのでは……？

　ウィルフレッドは真っ青になって口元を覆うと、そばにあったソファの背に手を突いて、ふらつく身体をなんとか支えた。

　――好きな男が……いるのか……？

　まさか、と一刀のもとに斬り捨てたい考えだが、しかし――それくらいしか思いつく事がない。

「なんということだ……」

　この自分と、そして王太子である――つまり、この国の事実上のナンバーツーである彼女の兄アンドリューが、それこそ髪一筋さえ傷つかないようお守りしてきたはずの姫に……？

　――そんな形跡はなかったはずだが……一体どこの馬の骨が、我らの目を盗んでレイチェルに近づいたんだ……？

　ぎりり、と奥歯を噛みしめ、ウィルフレッドはまだ見ぬレイチェルの想い人（仮定）に思いを馳せた。

　いったいそれはどんな男なのか。それこそ、近衛騎士の中で筆頭たる自分よりも腕が立ち、名門マクニース侯爵家よりも良い家柄で、賢くて優しい――そんな、現在の婚約者である自分よりもずっと素晴らしい男でなければ、レイチェルの相手として到底認めるわけにはいかない。

「絶対だ……」

　もしそのような男がいるのであれば、自分は潔く婚約者の座を譲り渡し、生涯独身のまま二人を傍でお守りする役目に徹しよう。

　――あくまでも、そのような男が存在するのなら、だが。

　少なくとも、剣の腕ならば自分に一利ある。腰に下げた剣に手をかけ、うっすらと口元に笑みを浮かべる。

「ひぇ……こわ……」

　その様子をじっと見つめていたアンドリューの唇からそんな声が漏れたが――幸いなことに、自分の考えに没頭していたウィルフレッドの耳には届くことはなかった。






　――さて、まずはレイチェルに近づいたのがどこの馬の骨なのか、それを探し出さねばならぬ。

　そう意気込んだウィルフレッドは、アンドリューに許可を貰うと、しばらくの間何かと理由を付けてレイチェルのもとに顔を出すようにした。

　彼女の周囲に目を光らせるためだ。

　これまでも、たびたび顔を出してはいたものの、毎日というわけではなかった。それが、多ければ日に二度も三度も姿を見せるようになったので、最初のうちはかなり訝しげな視線を向けられたものだ。

　だが、それも二、三日のこと。やがてすっかり慣れてしまったのか、ウィルフレッドが訪れると、ささやかな菓子とお茶でもてなしてくれるまでになった。

　さらには「巡回のついで？　おつかれさま」などとねぎらってくれる。

　――さすが、俺たちがお守りしてきた大天使だ……。

　しかし、そのようにして彼女の周囲に目を光らせ始めて一週間が過ぎ、二週間が過ぎても、肝心の「馬の骨」を見つけることができない。

　ウィルフレッドの焦燥は、日を経るごとに強くなっていった。

　――そんなまさか、俺の監視をくぐり抜けられると……？

　少しばかり大袈裟な物言いではあるが、ウィルフレッドが訪れる時間は特に決まっていないし、あらかじめ察知することは不可能だ。

　もしも彼女にどこかの令息が近づいていたとしたら、一度くらいは遭遇してもおかしくない程度にはこの周辺の巡回もしている。

　だというのに、姿どころか気配すら見当たらないとは。

　――どういうことなんだ……。

　焦る気持ちとは裏腹に、時は容赦なく過ぎ去っていく。

　やがて季節は初夏を迎え、王都に貴族たちがこぞって集まる社交シーズンが幕を開けようとしていた。

　当然のことながら、シーズンが開幕すれば王族であるレイチェルはあちこちの夜会に引っ張りだことなる。今はまだ婚約者であるウィルフレッドは、彼女のエスコート役として、また護衛兼任として出席することになるだろう。

　――特に今年は、レイチェルが十八を迎えて初めてのシーズンだ……。

　これまでとは違い、装いは大人のものになり、夜遅くまで開かれる会にも出席が可能になる。

　もしかしたら――その場でなら、相手の男も姿を見せるかも知れない。

　ようやく、不埒な馬の骨の顔を拝めそうだ。ウィルフレッドが不敵な笑みを浮かべると、笑顔のレイチェルの後ろで侍女のマーシャが「ひっ」と顔を青ざめさせた。






「ねえ、これおかしくないかしら……？」

　扉越しに、レイチェルの可愛らしい声が不安げに問いかけている声が聞こえてくる。

　ウィルフレッドが時間通りに彼女の部屋を訪れてから、ゆうに二十分が経過したところだ。

　もともと時間は早めに決めていたため、まだまだ余裕はある。ウィルフレッドはソファに腰掛けて、彼女の準備が終わるのを待っていた。

　今日は、王宮でシーズン最初の夜会が開かれる日だ。大人の仲間入りをして初めての夜会だけに、彼女も気合いが入っていると見える。

　――レイチェルなら、なにを着ても可憐で美しいに決まっているのに……。

　そう思うのだが、本人にとってはいろいろと悩ましいらしい。

　近衛騎士であるため、毎回代わり映えのしない騎士礼装しか着ることのない自分には、とうていわかり得ない分野だ。

　小さくため息をつくと、ウィルフレッドは机の上に手を伸ばしてそこに用意されたカップを持ち上げた。しかしそれに口を付けたところ、中身がすでに冷めてしまっていることに気が付く。

　どうやら、思ったより時間が過ぎてしまっているようだ。考え事に没頭しすぎていたせいで気付かなかったらしい。

　――そろそろまずいな。

　王族の入場は最後とは言え、このままでは遅れてしまう。さすがに少しせかすべきかと腰を浮かせかけたとき、衣装室の扉がかちゃりと音を立てて開いた。

　その奥からゆっくりと現れたレイチェルの姿に、ウィルフレッドは一瞬言葉を失う。

「レイチェル……」

「お待たせ、ウィルフレッド。その……どうかしら？」

　珊瑚色の髪は、こめかみの辺りからひねって後ろでまとめられ、大きな花がいくつも飾られている。そのお陰で顔の周りがすっきりとして見え、白い肌にほんのりと紅い唇が目を引いた。

　ドレスの色は、淡い青をベースに白いレースで飾られており、頭に付けているのと同じ花の飾りがアクセントとして配置されている。珊瑚色の髪をした可愛らしい容姿のレイチェルによく似合う、大変可憐なドレスだと思う。

　しかし、その中で一番ウィルフレッドの目を釘付けにしたのは、いつもよりぐっと露出の増えたデコルテラインだ。

　――い、いや……、何を……。

　思わずつばをごくりと飲み込んで、ウィルフレッドは慌てて視線を逸らした。だが、目の奥にくっきりと、瑞々しい肌の張りや、ふっくらと押し上げられた膨らみの谷間が焼き付いて離れない。

　なにしろ、普段彼女と会うときは、昼間のことが多いため、昼用の首の詰まったドレスを着用しているのが常であった。夜会の際は、これまでは未成年であったため、ここまで露出の激しいドレスを身に着けたことはなかったはずだ。

　――うそだろう……。

　思わず口元を手で覆い隠し、親指で顎先を撫でる。これほど動揺したのは生まれて初めてかも知れない。

「……ウィルフレッド？　あの……どこかおかしいかしら……？」

　名前を呼ばれてはっと我に返り、彼女に視線を戻せば、小首を傾げてそう問いかけてくる。その姿の愛らしいことといったら、さすが我らの天使――。

　ウィルフレッドは心を落ち着けるため、一瞬目を閉じると鼻からスウッと大きく息を吸い込み、ゆっくりとそれを吐き出した。

　だが、目を開いても動揺は消え去ることはない。どうしても、目がちらちらと気になる部分を追ってしまう。

　――今から……ドレスを変えて貰うか……？

　こんなドレスを着ていては、不埒な輩が寄ってきてしまうのではないか。それは良くない。

　少し露出が多すぎる、ということをさりげなく伝えれば、マーシャが取り計らってくれるだろう。

　だがそこで、ウィルフレッドは夜会の開始時刻が迫っていることを思い出した。他の夜会ならばともかく、今日行われるのはシーズンの開始を宣言する夜会だ。

　国王陛下主催の、れっきとした公式行事である。遅刻は許されない。

　仕方がない。このままで行くしかないだろう。

　――俺が傍でお守りすれば良いのだから、問題はない。

　ウィルフレッドはもう一度息を吸うと、ぐっと視線をあげて彼女の顔を見た。

「よく、お似合いです。では、参りましょうか」

「あ、ありがと……」

　ほんのりと頬を染めたレイチェルが、ウィルフレッドが差し出した腕にそっと手を添える。その手にきゅっと力が込められると、柔らかな膨らみが腕に押しつけられ、ウィルフレッドは、うっ、と一瞬息を詰めた。

　――まずい……。

　なんだか頭がクラクラしてきた。急に右腕だけ感覚が鋭敏になってしまったようで、彼女の体温が、鼓動が、そして息づかいまでもがクリアに感じ取れる。

　――こんなだったか……？

　過去に何度も彼女をエスコートしてきたはずなのだが、冷静さを欠いた今の頭ではその時のことをうまく思い出せない。

　ウィルフレッドは少し混乱したまま、会場に辿り着くまで全神経を身体の右側に集中させ続けた。

　しかし、彼にとっての試練は、むしろここからが本番だったと言ってもいい。

「れ、レイチェル……」

「どうかした？　ウィルフレッド」

　国王陛下が大夜会の開催を宣言すると、しばらくは歓談のための時間が始まる。王族であるレイチェルのもとにも、貴族たちがひっきりなしに挨拶に訪れてくる。

　昨年から、ウィルフレッドも、彼女の婚約者としてそれに応対することになっていた。持ち前の記憶力と、アンドリューの下で培った臨機応変さで、昨年はつつがなくそれをさばいたのだが――今年はどうも、雲行きが怪しくなってきていた。

　とにかく、レイチェルが妙にウィルフレッドとの距離を詰めてくる。柔らかなふくらみの感触が気になって仕方がないし、腕に絡ませた彼女の指先の動き一つ一つが妙に艶めいて感じられる。

　――そんな目で彼女を見るなんて……。

　いけない、と思えば思うほど、胸だけでなく首筋の細さや、鎖骨にかかった髪の毛までもが気になり始める。

　そんな中で何組かの挨拶を受け、喉が渇いたというレイチェルの為に、ウィルフレッドが飲み物を取りに行こうとしたときのことである。

「あそこで待っていてください」

「ありが……っ、あ」

　ふらりとよろけたレイチェルが、ウィルフレッドに手を伸ばす。あ、と思った瞬間には身体が動いていた。腕を伸ばしてすんでのところで彼女を抱き留めたウィルフレッドは、直後に身体を強ばらせた。

　正面から抱き留める格好になったせいか、レイチェルの豊かな胸が自身の胸板に押しつけられている。

「あ、ごっ……ごめんなさい……」

「いえ……」

　どうやら、靴のかかとがいつもより若干高いらしい。ぎゅっとしがみついたレイチェルが、恥ずかし気にそう言うと、上目遣いにはにかんだ笑みを見せてくる。

　――う、ぐっ……。

　自分の腕の中で羞恥からか頬を染め、こちらを見上げてくる彼女の表情。そして胸に押しつけられる柔らかな感触が、ウィルフレッドの心をかき乱した。

　背中に回した腕に力を込めたくなる。その身体は華奢なのに、触れた場所全てがやわらかくて、甘い香りがして――。

　どくんどくんと心臓の鼓動が速くなり、腹の奥が熱くなってくるような気がした。

　――いけない、しっかりしろウィルフレッド……！

　だが、慌てて身体を離した後も、どうも気になってしまって集中できない。そこからは、エスコートのたびに身体が少し触れるだけでも意識してしまって挙動不審になってしまう。

　更にいけないのは、ダンスの時間だった。

　リードのために腰を抱く腕に、余計な力が籠もってしまう。耳元から漂ってくる甘い香りに、食らいつきたくなる。

　――だめだ、レイチェルは俺を兄だと思っていると、そう言っていたのに……。

　だが、そうして意識すればするほど、ドツボにはまっていく。

　そんな風に自分を見失いそうになる瞬間が幾度あったことだろうか――。

「ウィルフレッド？　具合が悪いの……？　少し休みましょうか？」

　下から上目遣いに覗き込まれて、ウィルフレッドは小さく息を呑んだ。ダンスを踊った後だからか、少し火照った頬の赤みと、それから潤んだように見える若草色の瞳。唇も血色が良く、得も言われぬ色気を漂わせている。

　――だめだ、ウィルフレッド……我らの天使を、そのようによこしまな目で見ては……。

　緩く首を振ると、レイチェルはそれを「駄目」という合図だと捉えたようだった。腕を引いて壁際にいくつか設えられた休憩スペースにウィルフレッドを連れて行ってくれる。

　彼をソファに座らせると、レイチェルは「少し待っていてね」と踵を返そうとした。その腕に、思わず手を伸ばし、掴んで引き留める。

　――細くて、柔らかい……。

　一気に腹の奥に熱が灯る。

「ウィル……きゃ？」

　軽く引いただけで、レイチェルはウィルフレッドの膝の上に倒れ込んできた。その腰を支えて身動きできないように押さえる。それから、呆然とこちらを見つめているレイチェルの唇に、自分のものを重ねた。

　その柔らかな感触に、カッと身体が熱くなる。

「まっ、え……？」

「レイチェル……」

　戸惑うレイチェルの名を呼んで、もう一度――触れるだけの稚拙ちせつで初心な口づけを、ウィルフレッドはいつまでも繰り返したのだった。

















第三章　失敗か成功か












「まあ……まぁまぁ……！　では、作戦は成功ではないですか？」

「そ、そうかしら……」

　クッションに顔を埋め、レイチェルは恥ずかしそうに呟いた。その正面で、マーシャは興奮気味に拳を握り、鼻息も荒く「そうですよ！」と大声を上げている。

　夜会の日、レイチェルはわざと露出の多いドレスを選び、必要以上にウィルフレッドに身体を寄せてみたりした。それらは、全てマーシャの入れ知恵によるものだ。

　そのお陰か、彼はこちらをだいぶ意識するようになっていたと思うし、昨夜は口付けまでされたのだ。残念ながら、その後は頭がふわふわしてしまい、気付いたら部屋へ送り届けられているというていたらくだったのだけれども。

　その話をすると、マーシャは両手を握りしめ「成功ですよ！」とガッツポーズをきめたわけである。そんな彼女の姿を見つめながら、レイチェルはあのお茶会の日のことを思い出していた。

「兄としか思えない」発言が不発に終わったことで、レイチェルは非常に落ち込んでいた。それこそ「この世が終わるのではないか、という嘆きぶりでしたよ」とマーシャに言われてしまうほどに。

　お茶会の当日、深夜までめそめそと泣き続けたレイチェルは、翌朝目元を真っ赤に腫らして起床した。

　――朝が来たら忘れられているかも、と思ったけど……無理な話よね。

　寝不足で頭がずきずきと痛む。それに加え、ウィルフレッドの態度を思い出すと、また目の奥がつんとなって涙が勝手に溢れてきた。

　もう今日はボロボロだ。一日中寝台に引きこもっていたい。

　だが、そんなレイチェルを起こしに来たマーシャは、その様子を見るとにっこりと笑って「大丈夫、まだこれからですよ」と力強く宣言したのである。

「まぁ、これまでの関係を覆そうというのですから一朝一夕には参りませんよ。ええ、お任せください――次の手は考えてございます」

「……っ、ほ、ほんとに……？」

　すんっと鼻を啜すすりながらレイチェルが問うと、彼女は「はい」とうなずき胸を張った。

「ですから、まずは……その目元を冷やした方が良さそうですね。氷を貰って参ります」

「ありがとう……」

　のそのそと掛け布の中から這い出したレイチェルは、ついでにごそごそと着替えを終わらせ、寝室から出てソファに座った。そこから窓の外を眺めて小さくため息をつく。

　朝の日差しがレースのカーテンに透け、室内を優しく照らしている。その向こうには、昨日ウィルフレッドとお茶会をした庭の様子がうっすらと見えていた。

　――本当に、あのウィルフレッドに私のことを意識させるなんて……そんなことができるかしら……。

　マーシャは自信満々だが、本当にそんな事が可能なのだろうか。レイチェルはソファから立ち上がると、窓に近づきレースのカーテンをそっと持ち上げた。

　カタン、と掛けがねを外して窓を開くと、バルコニーにそっと足を降ろす。

　まだ春先の朝というだけあって、風が少し冷たい。その風に小さく身をすくめると、珊瑚色の髪がわずかになびいて頬にかかった。

　はあ、と爽やかな朝に似つかわしくないため息を漏らしながら、それを払いのける。

　手すりに肘を突き、体重を預けると――レイチェルは庭園を見おろした。

「……ウィル……」

　そこには、昨日ウィルフレッドと過ごした白いガゼボが見える。じわり、とまた涙が滲んできて、レイチェルは慌てて上を向いた。

　これ以上擦ったりしては、いくら冷やしてもなかなか元に戻らなくなってしまうだろう。

　レイチェルは踵を返すと、身体の前で手を握り合わせながら室内へと戻った。ソファに座り直したところで、マーシャが扉を開き、中に入ってくる。

　ソファに座っているレイチェルを見ると、彼女は「あら」と呟き目を瞬かせた。

「まだお休みになってらしてもいいんですよ。今日の予定は全て後日に回すように侍従に伝えてまいりますから……」

「あ、ありがと……」

　今日の予定は何だっただろうか、と頭の中を整理すると、レイチェルは苦笑した。午前中は特に何もなかったはずだが、午後にはダンスレッスンがあったはずだ。

　社交シーズンの開幕を間近に控え、重点的にダンスレッスンの日程が組まれている。

　――私、あまりダンスは得意じゃないから……。

　ウィルフレッドのリードのお陰でなんとかさまになっているが、練習するに越したことはない。できれば、ウィルフレッドに良いところを見せたいからだ。

　レイチェルは肩をすくめ、マーシャに向かって首を振った。

「できればレッスンは受けたいわ」

「かしこまりました。では横になっていただいて……はい、こちらで目元を冷やしてください」

　レイチェルは大人しく彼女の言葉に従い、ソファの上に寝転んだ。多少はしたないとは思うものの、今日は来客の予定があるわけではないし、室内にはマーシャしかいないのだからいいだろう。

　目を閉じると、ひやりとした感触が目元に当てられ、レイチェルは「きゃ」と小さな悲鳴を上げた。

「失礼いたしました。冷たいですよ」

「ん……ありがとう、気持ちいいわ」

　顔に当てたときは冷たすぎると思ったが、しばらくするとその冷たさにじんわり目元が気持ち良くなってくる。レイチェルがほっと息を吐き出すと、マーシャが「あまり冷たいようなら仰ってくださいね」と声をかけた。

「ううん、大丈夫」

「でしたら、しばらくそのままで――いらっしゃるのはお暇でしょうから、マクニース卿を振り向かせる作戦第二弾をお話しいたしましょう」

「え、ええっ……!?」

　そんな軽い感じで大丈夫なのか、と不安は募るものの、他に何か良い手立てを考えられるわけでもない。

　レイチェルが頷くと、ずれそうな氷の袋を直したマーシャが口を開いた。

「実は、これは先日発売されたばかりの恋愛小説に書かれていた内容なのですけども……」

　そう前置きし、マーシャがレイチェルに授けた作戦とは――ずばり、スキンシップ作戦だ。

「幸い、今年の大夜会から姫さまの装いは大人の淑女のものになります。これまでよりも大胆な意匠のものを準備させておりますので……」

「えっ、そうなの!?」

「左様でございます……姫さまに仕える侍女一同、この日を心待ちにしておりましたし……」

　マーシャは当然のようにそう言うと「問題はそこではなくて」と話を続ける。

「とにかく、これまでよりも少し――いいえ、ものすごく大胆に、マクニース卿に寄りかかったり、腕をぎゅっと掴んだり……そうですね、あとは手を握ったりするのも良いらしいです。詳しいことは、こちらの本を読んでいただいて……」

「え、ええっ」

「これまでよりずっと大人っぽくなった姫さまに迫られて、なにもしないようならもうそれは男じゃないと思います」

　いつになくドスの利いた声を出すマーシャに、レイチェルはその内容を深く考えることもできず震え上がった。

　――こうなったときのマーシャに逆らうと、大変なのよね……。

　なにしろ、彼女も幼い頃から傍にいた自分の乳姉妹なのである。どういう性格なのかは、お互い嫌というほど知り尽くしている。

「わ、わかったわ……」

　レイチェルは大人しく頷くと、はあ、と小さなため息を漏らした。

　そして、その日の夜――マーシャに借りた本に目を通したのだが。

「う、うそ……こんな……？」

　予想を遙かに超え、その恋愛小説のヒロインは、大胆に自分の身体をぎゅうぎゅうとヒーローに押しつけている。確かにスキンシップだが、これははしたないのではないだろうか。

　――ウィルフレッドに幻滅されちゃうかも……。

　だが、読み進めていくとそのヒロインの行動で、ヒーローは彼女を意識するようになった――らしい。

　――ほ、ほんとに……？　本当にそんな風になる……？

　ごくり、とつばを飲み込み、レイチェルは気もそぞろに続きを読み進めた。気が付けば、ヒーローをウィルフレッドに、自分をヒロインに重ねて妄想をしてしまっている。

　――もし……可能性があるなら……。

　心臓がどきどきと早鐘を打ち、レイチェルは我知らず本を掴む手にぎゅっと力を込めた。

　そう、もし可能性があるのなら、やってみても良いかもしれない。

　だって――今のままだったら、何も変わらないのだから。












　そして、今――ウィルフレッドに口付けされた夜会の翌朝。レイチェルはマーシャに向かって、吐息混じりに呟いた。

「……けど、まさかこんなにうまくいくなんて……」

「これまで姫さまの魅力に気付かなかった、マクニース卿がおかしいんですわ」

　鼻息も荒くマーシャが言う。レイチェルはそんな彼女を横目に見ながら、再びクッションに顔を埋め、それをぎゅうっと抱きしめた。

「姫さま、これからも夜会はいくつか予定に入っておりますけど……」

　マーシャの声が遠くに聞こえる。そうだ、社交シーズンはまだまだこれから。ウィルフレッドと参加しなければならない夜会はまだいくつかある。

　――もしかしたら、この作戦……うまくいくのじゃないかしら……。

　彼との口付けを思い出すと、心臓が破れそうなほど鼓動が速くなる。そっと自身の唇に触れ、レイチェルはゆっくりと目を閉じた。

　だが、レイチェルのそんな期待に反し、ことはそううまくは運ばなかった。

　翌日姿を見せたウィルフレッドはどこかよそよそしく、その後出席した夜会へのエスコートでも必要以上にレイチェルに触れてこようとはしない。

　――どうして……？

　彼の態度が硬くなれば、自然とレイチェルの態度も萎縮したものになってしまう。社交シーズン最初の睦まじさが嘘のようにぎくしゃくし出した二人を見て、好機とでも考えたのだろうか。ウィルフレッドが夜会に出ると、他の貴族から声をかけられ、我が娘とぜひ一曲……などと依頼される場面も増えてきた。

「すみません、レイチェル……」

「……いいのよ、踊って差し上げなさい。折角の機会ですもの……」

　別に婚約しているからと言って、婚約者以外と踊ってはいけないという決まりはない。レイチェルとて、誘われれば他の男性と踊ることもある。

　――まあ、ウィルフレッドが傍にいて誘ってくるような方はそうそういないのだけれど……。

　小さくため息をつくと、レイチェルは近くにいた使用人からグラスを受け取り、口を付ける。よく冷えたグラスの中身は、果実酒を炭酸で割ったものらしく、ほんのりした甘みとシュワシュワした口当たりが心地良い。

　思わず一気に飲み干すと、近くでくすりと笑う声が聞こえた。振り返ると、そこには金髪碧眼の青年が同じようにグラスを手に立っている。

　――どなたかしら……？

　客観的に見て、見目の良い青年であると思う。甘い雰囲気のする顔立ちを、黒の正装が引き締めていて、いかにも女性たちが好みそうな、そんな印象を受けた。

　だが、そんな人物ならば話題に上り、顔くらいは見たことがありそうなものだ。というのに、レイチェルは彼に全く見覚えがなかった。

　そのレイチェルの疑問が顔に出たのだろう。彼はにこりと微笑むと、優雅に一礼して口を開いた。

「失礼……第四王女、レイチェル殿下とお見受けいたします。私は、隣国のルカンシエ王国から参りました、パトリック・ウィカムと申します。どうぞお見知りおきを」

「パトリック……ウィカム……？」

　どこかで聞いた名だ、と一瞬考えたレイチェルははっとした。ウィカム、というのはルカンシエ王国の王族の姓だ。それに、先日父王に呼び出された際に、そういえば話を聞いていた。

　ルカンシエ王国の第三王子、パトリック・ウィカム殿下がウェレイヴ王国訪問を希望していると。どうやら、もう既に到着していたらしい。慌てて居住まいを正し、レイチェルも軽く膝を折って挨拶する。

「こちらこそ、失礼いたしました。いかにも、レイチェルでございます。どうぞお見知りおきくださいませ」

　そう言うと、微笑みを浮かべたレイチェルは、兄から聞いたパトリックの情報を頭の中に思い浮かべていく。

　――確か、お年は二十七歳、独身……。それから……結婚がお嫌で逃げ回ってらっしゃるとか……。

　ルカンシエ王国では国王陛下が病に伏せっておられ、王太子である第一王子への譲位の準備が進められているという。そうなると、第三王子である彼は、臣下にくだることとなるだろう、というのが大方の見方だ。

　その際には、結婚をしていることが望ましいとされるため、彼には縁談がひきもきらないのだとか。

　その縁談から逃げたいがために我が国へくるのでしょう、と言っていた兄の言葉を思い出し、レイチェルは笑いを堪えようとしてぱちぱちと瞬きした。

「驚かせてしまいましたね、そんなつもりではなかったのですが」

「いえ、そんな……」

　慌ててレイチェルが首を振ると、パトリックがふわりと笑う。それにつられ、レイチェルもまた自然に口元に笑みを浮かべた。

　なんだか、不思議な青年だ。

「一曲、お願いできますか？　お近づきの印に……」

「はい、喜んで」

　曲の途切れ目にそう乞われ、差し出された手に自分のものを重ねる。一瞬脳裏にウィルフレッドの姿がちらついたが、レイチェルは小さく首を振ってその姿を追い出した。

　――ウィルフレッドだって、他の方と踊っているのだもの。それに、他国からいらした王族の方に誘われたら、お断りできないわ。

　そう心の中で言い訳をしながら、レイチェルは彼のエスコートでダンスフロアに足を踏み入れた。

















第四章　王子の初恋












　ルカンシエ王国の第三王子、パトリックは瞬く間にウェレイヴ王国社交界の人気者になった。

　それもそうだろうな、とサロンの片隅で人々に囲まれる彼の姿を見ながら、レイチェルは小さくため息をついた。

　秀麗な美貌に気さくな人柄。当人が第三王子という、ある程度身軽な身分で、妙齢の独身男性である――ということから、かなりの令嬢たちが狙いを定めたというわけだ。

　――縁談から逃げていらしたはずなのに、ここでも結婚したい女性たちに囲まれることになるなんてね。

　なんというか、少し笑える話である。遠くに見える、ちょっぴり困ったような笑顔を見て、レイチェルは肩をすくめた。

　だが、そこである一人の令嬢の姿が目に入り、軽く眉をひそめる。

　――確か、あのご令嬢は先日もパトリック殿下の近くに陣取っていたわね……。

　モーエン侯爵家のエリナー嬢だったか。ウェレイヴ王国でも外交を担う部署に勤めるモーエン侯爵の娘で、レイチェルよりも一歳年下だったと記憶している。

　どこか思い詰めたような顔をした彼女のことが気になってじっと見つめていると、エリナーは手にした果実水のグラスをパトリックに手渡そうと差し出した。

　だが、手を滑らせたのか、はたまたタイミングを見誤ったのか――そのグラスは宙を舞い、パトリックの着ていたシャツにぱしゃりとかかってしまった。

　次いでグラスが床に落ち、パリン、と甲高い音が周囲に響き渡る。きゃあ、という悲鳴がいくつか上がり、騒めきがサロンの中をこだまする。

　その中で、エリナーのわざとらしい声は、妙に通って聞こえた。

「ま、まあ……失礼いたしました。パトリック殿下、どうぞこちらに……お召し物の替えを用意させますから……」

「あ、いや……」

　強引なエリナーに手を引かれ、困惑したようにパトリックは頬を引きつらせた。首を振って「大丈夫ですから」と言っているようだが、エリナーは強引に手を引っ張り、彼を連れ出そうとする。

「どうなさいますか？」

「……そりゃまあ、お助けするしかないでしょう」

　おそらくエリナーの狙いはパトリックと二人きりになることだろう。肩をすくめ、レイチェルは同伴していたマーシャに向かって頷いた。心得たようにすすっと進み出たマーシャが、エリナーとパトリックの元へ近づいていく。

「な、なによ」

「エリナー様、恐れ入ります。私どもの方で、お召し替えの準備をさせて頂くようにと、レイチェル殿下の仰せですので」

「なっ……」

　あからさまにむっとした顔で、エリナーはマーシャを睨み付けた。だが、堂々とした態度のマーシャは、にこりと微笑んだ顔を崩さぬままにその視線を受け止める。

　しばらくにらみ合っていた二人だったが、先に視線を外したのはエリナーの方だった。さすがに王族に逆らうのはまずいと考えたのだろう。

　ぎり、と少し離れた場所にいるレイチェルにも聞こえるほど奥歯を噛みしめ、エリナーは「そうですか」と怒りの滲んだ声で呟いた。

「ええ、エリナー様はどうぞ、お戻りになってくださいませ」

「……マクニース卿だけでは飽きたらないってわけ？」

「エリナー様？」

　マーシャが少し厳しい声を出すと、彼女はぐっと悔しげに唇をへし曲げ、レイチェルの方へとげとげしい視線を向けた。それから「ふん」と鼻を鳴らすと、すぐにそっぽを向いて顎を逸らした。

「……では、お願いいたしますわ」

「かしこまりました。殿下、こちらへ」

　マーシャがパトリックを先導し、レイチェルの方へと歩いて来る。彼はほっとしたような表情を浮かべ、先導するマーシャの後ろ姿をじっと見つめていた。

　これが契機だったのだろうか。それからパトリックはたまにレイチェルの元を訪ねてくるようになった。いや、それだけでなく、夜会でも折を見て話しかけてくる。

　仮にも国賓であるから、レイチェルも彼を無下に扱うことはできない。












　この日の夜会でも、パトリックはレイチェルの姿を見つけるとすぐに近寄ってきた。もちろん、レイチェルはウィルフレッドを伴って訪れている。

「やあ、レイチェル殿下――と、マクニース卿。いい夜ですね」

「パトリック殿下、楽しんでいらっしゃいますか？」

　優雅に一礼したパトリックにそう声をかけられ、レイチェルもまた笑みを浮かべて一礼した。こうして声をかけられるのも、もう何度目になることか。慣れたように頷くと、彼は何かを探すようにさりげなく周囲を見回した。

「どうかなさいまして？」

「あ、ああいや……なんでも」

　はは、と乾いた笑いを漏らすと、パトリックは小さな吐息を漏らす。どこかがっかりしたようにも見えるその態度に、レイチェルは「はて」と首を傾げた。

　――どうかなさったのかしら……？

　誰か探しているようにも見えるが、はて……としばらく考えていたレイチェルは、彼の言葉ではっと我に返った。

「レイチェル殿下、どうでしょう……一曲お相手を願えませんか」

「え……ええ……」

「レイチェル」

　頷こうとしたとき、隣から少し固い声がレイチェルの名を呼んだ。もちろん、ウィルフレッドの声なのだが――レイチェルはその声音に驚いて、彼の横顔を見上げた。

「ウィル……？」

「パトリック殿下、申し訳ないが……今日はご遠慮願いたい」

「おや」

　驚いたのはレイチェルだ。えっ、と小さな声をあげ、ぱちぱちと瞬きを繰り返す。

「ちょっと、ウィルフレッド……？」

　これまでそんな返答をしたことはなかったのに。どうしてしまったのだろうか。

「では、失礼」

　するりと腰に手を回すと、ウィルフレッドは少し強引にレイチェルを連れてその場を後にする。レイチェルは目をぱちくりさせ、背後を振り返った。

　そこでは、笑いを堪えきれない様子のパトリックが小さく手を振っている。

　どうやら気分を害してはいないようだ、と少しだけホッとしつつ、レイチェルはウィルフレッドに引きずられるようにして歩いて行った。

「レイチェル、今日はもう帰りましょう」

「え、ええっ……？」

　夜会に来てからまだ小一時間ほども経っていない。本当に、いったいどうしてしまったのだろうか、とウィルフレッドを見上げると、彼はどこか怒ったような顔をしていた。

「毎度毎度……俺が隣にいるというのに……」

　ぶつぶつと何かを言いながら、ウィルフレッドは本当にレイチェルを馬車に押し込むと、自分も隣に乗り込んでしまう。

　そのままむっつり押し黙った彼と二人、馬車に揺られながら、レイチェルはパトリックの不自然な態度に思いを巡らせていた。

　そうして、一つの仮説を思いつく。

　――そうなのよね……パトリック殿下は、別に私に用があるわけじゃないのよ……。

　多分、おそらく――この仮説は当たっているような気がする。

　それが正しければ、パトリックは明日にでもまたレイチェルの元に顔を出すだろう。

　その時にでも、問いただしてみることにしよう。

　――ちょっと、面白いことになってきた気がするわ。

　すっかり自分の思考に沈んでいたレイチェルは、隣に座ったウィルフレッドがどんな表情を浮かべているのか、気付くことはなかった。






　翌日の午後になって、レイチェルの予想通りパトリックは彼女の元へとやってきた。その手には、菓子とおぼしき包みを携えている。

　どうぞ、と差し出され、レイチェルはありがたくそれを受け取った。包み紙から見るに、城下の人気菓子店「セルマ」のもののようだ。

「まあ、私もマーシャも、ここのお菓子が大好物なんです。ありがとうございます」

「お気に召していただけたのなら良かった。多めに買ってきましたので、マーシャさんもぜひご一緒に……」

「ありがとうございます。準備して参りますので、どうぞ……」

　包みを抱え、マーシャがお茶の準備のために一度下がろうとする。そこを、レイチェルが「あ、待って」と呼び止めた。

「どうかなさいましたか」

「ううん、マーシャ、今日は天気も良いし、ガゼボでお茶にしようかと思うの。悪いけど、先に行っているから準備が出来たらガゼボに運んで貰って良いかしら」

「もちろん。かしこまりました」

　もう一度礼をして、マーシャがその場から立ち去っていく。その後ろ姿を名残惜しげに見つめるパトリックに、レイチェルが声をかけた。

「さ、参りましょう……殿下にはお聞きしたいことがあります」

「……っ、そ、そうですか……」

　レイチェルの声にはっとしたように振り返ると、パトリックは秀麗な顔にわずかに固い表情を浮かべた。それに気付かぬふりをして彼を促し、バルコニーから外に出る。

　そうすると、すぐに庭園へ降りられるのだ。

「へえ、素晴らしいお庭ですね」

　色とりどりの花が咲き乱れ、美しく手入れされた庭園に、思わず、といった様子でパトリックが感嘆の言葉を漏らす。レイチェルは胸を張って「そうでしょう」と笑いかけた。

「まあ、私は関係なくて……庭師が素晴らしいだけなのですけど」

　茶目っ気混じりにそう言うと、パトリックは一瞬目を見開き、それから小さく声をあげて笑った。浮かべていた固い表情もほぐれ、柔らかい雰囲気が戻ってくる。

　レイチェルも笑顔を浮かべると、パトリックに「少し歩きましょう」と声をかけた。

　しばらく道なりに歩いて行くと、前方につるばらを絡ませたアーチが見えてくる。この先は生け垣になっていて、四季咲きのばらが芳香を放っていた。

　他国からの賓客ひんきゃくをもてなす際には、まず大体ここを案内するのが定番になるほど、この庭園の目玉とも言える場所だ。

　ここは一般開放されている場所になるので、最も見頃を迎える春先は人の姿も多い。けれど、社交シーズンを迎えた今は閑散としていて、二人の他に人の姿は見当たらないようだった。

「私、この時期のここ……結構好きなんですよね」

「どうしてです？」

「こんなに綺麗に咲いているのに、人が見に来ないから。独り占めしている気分になれるでしょう」

　くすりと笑いながらそう言うと、パトリックは「なるほど」と得心したように頷いた。だが、すぐに表情を改め、真剣な表情を浮かべる。

「で、その……誰もいないところまで人を連れてきて、何のお話なのでしょう」

「誰もいないところのほうが良いと思ったから……そう怖い顔をなさらないで。別におとがめするつもりはありませんし……ちょっと、殿下のお気持ちを確認したくて」

　レイチェルは肩をすくめ、念のため周囲を見回した。見える範囲に人影はなく、この場には二人だけだ。

「気持ち……ですか？」

「ええ――その、殿下は、マーシャの事をどう思っていらっしゃるのかな、と」

「え、なっ……なんっ……」

　レイチェルがそう問いかけた途端、パトリックは口元を押さえ、みるみるうちに顔を赤く染めた。どうして、と言わんばかりに見開かれた瞳から、動揺が如実に伝わってくる。

　思わぬ反応に、レイチェルは目を丸くした。これではまるで、初恋を指摘された少年のようではないか。

　二十七、という年齢からも、これまでの態度からももう少し世慣れた感じの人物だと思っていたのだが、とレイチェルは慌てふためくパトリックになんとなく好感を抱いてしまった。

「そ、そんなに慌てなくても……」

「い、いえその……そんなに、あからさまでしたでしょうか？」

「うーん……あからさまというか……」

　どうして気付いたかと言えば、それはレイチェルが彼の視線の先を見ていたからだ。パトリックはレイチェルを見つけると、必ずその後視線をその周辺に泳がせる。

　最初は一体どういうことかと思っていたのだが、しばらくして気が付いた。サロンに出席するとき、レイチェルは必ずマーシャを伴っていく。だから、自分がいれば彼女がいる可能性が高い、と考えて姿を探しているのだと推測したのだ。

　この恥ずかしがりようからみて、どうやらそれは正解だったらしい。

　レイチェルは満足げに微笑むと、パトリックにそう教えてやった。

「な、なるほど……視線ですか。それは迂闊だったな……」

　話を聞いたパトリックは、そう言うと肩をすくめてため息を漏らした。もはや隠すことは出来ないと判断したのだろう。

　少しそっぽを向きながら、こくりと頷いてみせる。

「確かに、そうです……好きなんです。その……一目惚れ、でした」

「嬉しいわ……！」

　その告白を聞いて、レイチェルは思わず彼の手を握りしめ、飛び跳ねながら喜んだ。

「れっ……レイチェル殿下」

「あ、ああ……ごめんなさい」

　ぶんぶんと振り回すと、パトリックが面食らったようにこちらを見ている。うれしさのあまりはしたない行動をしたことに気付いて、レイチェルもまた頬を染めるとぱっと手を離した。

　――でも、よかったぁ……！

　マーシャはいつも「結婚などせず姫さまに一生お仕えします」といっている。恋愛は、小説の中だけで充分です、とも。

　けれど、レイチェルとしては幼少期から共に過ごした姉妹のような存在である彼女には、やはり幸せになって貰いたかった。

　だが、王女である自分のそばから離れず、出会いの場にも出ていこうとしない彼女に近づく男など存在しない。

「じゃあ……」

　そう口を開きかけた時、背後でかさりと生け垣の揺れる音がした。はっとして振り返ったが、当然そこに見えるのはばらの生け垣だけだ。

　――私が、ドレスを引っかけたかしら……？

　わずかに首を傾げたところで、パトリックが突然「レイチェル殿下にお願いがあるのですが」と口を開いた。

「お、お願い……ですか？」

「はい。実は……しばらくの間、私の恋人の振りをしてほしいのです」

「こ……恋人ぉ？」

　突拍子もない言葉に、思わず声が裏返ってしまう。目を丸くしたレイチェルに向かって、彼は頭を下げると更に話を続けた。

「このまま国に戻れば、兄の治世のために政略結婚をせねばなりません。半分諦めつつも、僕は最後のチャンスに賭け――そして、見事に愛せる人を見つけた。けれど、どうにも一筋縄ではいきそうにない」

「ええ……」

　それはそうだろう。彼はいつまでもウェレイヴ王国にいられるわけではない。さらに、譲位の噂が本当ならば、それに間に合うように戻らなければならないだろう。

　レイチェルが頷くと、パトリックは「そこで」といったん言葉を切った。

「少なくとも、レイチェル殿下と恋仲、そうとまでは言わずとも良い感じの関係であると周囲に思わせられれば――少なくとも、少しだけ帰国を伸ばすことができるのです」

「そ……そうなんですか？」

　そういうものなのだろうか。よくわからないが、パトリック本人が言うのならば、それなりの根拠があるのだろう。

「それに、その方が私もレイチェル殿下の元を――ひいてはマーシャ殿の元を訪れやすくなります」

　それには、レイチェルも頷いた。その理由は、確かにわかりやすい。

　だが、それではマーシャが勘違いしてしまわないだろうか。

「むろん、レイチェル殿下がマクニース卿を慕っていらっしゃることはわかっています。私がわかる位なのですから、マーシャ殿も当然知っていらっしゃるでしょう」

「え、ええ……」

　知っているどころか、ウィルフレッドを振り向かせるために協力までしてくれている。だが、それを言うのはなんとなく憚られ、レイチェルは曖昧に言葉を濁した。

　そんなレイチェルに構うことなく、パトリックは畳みかけてくる。

「――このお話、レイチェル殿下にも得のあることだと思います」

「と、得……とは？」

　戸惑った声をあげると、彼は口元ににやりとした笑みを浮かべ、小さな声で囁いた。

「マクニース卿との間を……もう少し縮めたいと、そうお考えではないですか？」

「なっ……」

　まさに今、自分が悩んでいる事柄をあてられて、レイチェルは驚きに目を見張る。パトリックはそんな彼女に向かって「ね？」とにっこりと笑顔を見せた。

「どうですか？」

　改めてそう問われ、レイチェルはこくりとつばを飲み込んだ。

　――ウィルフレッドとの、距離を……。

　迷いの滲む瞳で、レイチェルはパトリックと、その隣に咲いているばらとの間で視線を彷徨わせる。しばらく悩んだ後、彼女はこくんと小さく首を縦に振った。

　だって――自分も、片思いのつらさを知っているから。

















第五章　騎士の恋煩い












　――最近、パトリック殿下は妙にレイチェルの様子を気にしているように見えるな……。

　王宮の廊下をアンドリューに付き従って歩きながら、ウィルフレッドは小さなため息をついた。

　仮にも国賓であるから、パトリックがレイチェルの元を訪れるというのなら彼女もその相手をせねばならない立場だということは理解しているつもりだ。だが、それにしても少しばかり無遠慮が過ぎないだろうか。

　昨夜の夜会で、レイチェルにダンスを申し込んでいた彼の姿を思い出し、ウィルフレッドの眉間にしわが寄る。

　もちろん、婚約者以外と踊ってはいけないという決まりはない。しかも、レイチェルは王女で、彼は他国の王子であり国賓の立場だ。

　本来なら受けるべき場面だったというのに、つい大人げなく邪魔をしてしまった。

　どうして自分がそんなことをしてしまったのか理解できず、ウィルフレッドの眉間のしわはますます深くなっていく。

「酷い顔だぞ、ウィルフレッド」

「……失礼いたしました」

　その横顔をちらりと見たアンドリューに小声で言われ、ウィルフレッドは咳払いをして、意識を切り替えた。護衛としてこの場にいるはずなのに、他のことを考えるなんて、あってはならない。

　職務怠慢だ、と自らを戒めたウィルフレッドの耳に、かすかにレイチェルの笑う声が聞こえた気がした。

　思わずぱっと振り向くと、その視線の先に控えめなドレス姿のレイチェルと、それからパトリックが談笑しながら歩いているのが見える。

　方角からして、レイチェルの部屋からバルコニーを抜け、庭園を案内するところなのだろう。とっさにそこまで判断して、ウィルフレッドはまた胸の中がもやもやするのを感じた。

　――一体、俺はどうしてしまったんだ……？

　レイチェルのことになると、冷静な判断ができなくなっている。それもこれも――あの最初の夜会から、だ。

　――最近のレイチェルは、なんだかおかしい。

　やたらと接触が多くなったり、それが控えめになったと思ったら次は傍に自分以外の男を近づけたり。ウィルフレッドはそれに振り回され、自分らしくもない行動を繰り返してしまっている。

　あの――口付けも。

　あんなことを、するつもりはなかった。レイチェルは自分にとって、守るべき対象であり天使のような純粋な女の子なのだから。だが、どうしてかあの時は、沸き起こる衝動に逆らえなかった。

　もう二度と、同じ過ちを犯すまい。そう心に決めて、彼女との間に距離を取ろうとしていた矢先のことだ。

　自制しようとするも、胸の奥にもやもやと鬱屈したものがたまっていくのだからどうしようもない。

　――一体どうしてしまったというのか。しっかりしろ……。

　ちらりともう一度、彼らの歩いて行った方角に視線を向ける。だが既に、そこに二人の姿はない。

　そういえば、いつも傍にいるはずのマーシャの姿が見えなかったような気がする。

「気になるんだろ？」

「い、いえっ……そのような」

　そうアンドリューに声をかけられ、はっと我に返る。職務中だというのにすっかり意識をよそに向けてしまっていた失態に青ざめたが、アンドリューは鷹揚おうように笑った。

「いいさ、レイチェルのこととなると、おまえは昔からそうだからな」

「いや、その……」

　そんなことはない、と言おうとしたが、アンドリューはさもわかった風に頷くと、二人の去った方角を指さした。

「追いかけていって来い。僕も、二人の様子は気になるところではあるしな」

「っ……は、はい」

　ウィルフレッドは一礼すると、背後についてきていた近衛騎士の一人に目配せし、アンドリューの傍に付かせる。それから、なるべく急ぎ足にならぬよう、レイチェルの後を追って庭園へと足を踏み出した。

　既に姿は見えないが、行き先におおよその見当は付いている。この庭園一番の見所でもあり、レイチェルのお気に入りでもあるあのばらの生け垣だろう。

　急ぎ足にそちらの方角に向かい、ウィルフレッドはつるばらに彩られたアーチをくぐり抜けた。

　中は一本道ではなく、いくつかの道筋を自由にすすめるようになっている。どの道順を辿ったのかはわからないが、ウィルフレッドの足は自然と一つの道を選んで歩き始めた。

　しばらく進んだ先で、うっすらと人の気配を感じて立ち止まる。

　――レイチェルとパトリック殿下だろうな……。

　この時期、ここにはあまり人が来ない。それは、何年もここにレイチェルと通った自分がよく知っている。

　そうすると、今日ここにいるのは二人の可能性が高いとウィルフレッドは判断した。

　――この垣根の向こうか……？

　声のする方向へと向かっていくと、行き止まりに突き当たった。ち、と舌打ちをして回り込む道を探そうと踵を返したところで、レイチェルの声が途切れ途切れに聞こえてくる。

　どうやら、ちょうど反対側に二人はいるようだ。

「……に、慌てなくても」

「……あからさま……したで……うか？」

　盗み聞きをするつもりではなかったのだが、ウィルフレッドは聞こえてきた声に思わず立ち止まった。

　――何を話しているんだ？

　彼がレイチェルの秘めたる恋の相手なのだろうか。

　真実を知りたいという思いと、もしそうだったらという恐れの狭間で、息を殺したウィルフレッドはそっと生け垣の傍に寄り、耳を澄ました。ぼそぼそとした声は聞き取りにくい。だが、その言葉だけはどうしたことか、はっきりとウィルフレッドの耳に飛び込んできた。

「……好きなんです」

「……嬉しい……」

　がん、と頭を殴られたような心地がする。どうしてこれほどまでにショックを受けているのかわからない。

　足元がくらりと傾いで、思わず目の前の生け垣に手を伸ばす。かさ、という音がして、向こう側で一瞬レイチェルが不自然に声を切ったような気がした。

　とっさに「まずい」と判断し、その場を急いで立ち去る。しばらく歩いたところで、ウィルフレッドは頭を手でかき回すと、その場にしゃがみ込んだ。

　――本当に……そうだったのか……？

　ぎゅっと握りしめた拳が震える。ウィルフレッドはしばらくそのまま、その場を動くことが出来ずにいた。

　それから、どれくらいの時間が流れただろうか。

　気付けば、太陽は少しばかり傾き、空にはうっすらとあかね色が差していた。思ったよりも長い時間が過ぎてしまっていたことに気が付いて、慌てて立ち上がる。

　本当なら、職務に戻るべきだと思うものの、どうしてもそんな気になれない。

　彼はくしゃりと髪をかき乱すと、フラフラとした足取りで元来た道を戻っていった。






　どうしても、レイチェルに会いたい。その一心で、ウィルフレッドは彼女の帰りを待つことにした。

　こんな乱れた気持ちのままでは到底職務に戻ることなど出来る気がしなかった。

　しばらくすると、レイチェルたちが部屋に戻ってきた気配がする。

　彼女の部屋の近くで気配を殺していたウィルフレッドは、そっとその様子を窺った。少しすると扉が開き、そこからパトリックとマーシャが姿を現す。

「では、姫さま……」

「うん、悪いけれど頼んだわ」

　その声に見送られ、マーシャはパトリックの半歩ほど先を先導してウィルフレッドがいるのとは反対方向に歩いて行く。その後ろ姿を見送って、ウィルフレッドはほっとため息をついた。

　どうやら、彼女はパトリックをどこかへ案内していく役目を仰せつかったらしい。

　つまり、今レイチェルは部屋の中に一人と言うことになる。それに気付いてしまうと、膨れ上がる感情を抑えることはもうできなかった。

　軽くノックをすると、中からの返事も待たずに扉を開ける。すると、え、と驚いたような顔をしたレイチェルと視線が交わった。

「レイチェル」

「ウ、ウィルフレッド……!?」

　思ったよりも低い声が出て、自分でも驚いた。戸惑った顔をしたレイチェルが、その声に一瞬身を竦すくませ、怯えたように彼の名を呼ぶ。その声音に無性に腹が立って、ウィルフレッドはレイチェルに向かって一歩踏み出した。

　――あいつには、笑って見せていたのに……！

　そういえば、彼女の笑顔を最後に見たのはいつだっただろう。夜会で見せるよそ行きのものではない、心からの笑顔を見たのは。

　苛立ちを胸に、もう一歩。

　びくりと肩をすくめたレイチェルが、半歩後退った。それを視界に収めた瞬間、ウィルフレッドの中で何かが弾けた。

「どうして逃げるんだ」

「え、あ……っ」

　更に大股で五歩も歩けば、レイチェルに手が届く。広い部屋だが、距離を詰めるのは一瞬だった。細い手首を掴み、身体を引き寄せようとする。

　だが、なぜか――レイチェルはその行為に抗あらがおうとウィルフレッドに背を向ける。腕を掴んだままなので距離が離れるわけではないが、その態度にウィルフレッドはぎりりと奥歯を噛みしめた。

　――本当に、俺のことは……兄にしか思えないからか？　だったらなぜ、夜会ではあれほど……！

　自分から近づいてきたくせに。そうして、ウィルフレッドの中にあった感情を引きずり出してしまったくせに。

　自覚、させてしまったくせに――それなのに。

「どうして……！」

　腕の中から逃げ出さぬよう、背後からしっかりと抱きしめて、ウィルフレッドは唸った。レイチェルがびくりと身動みじろぎするのが、ダイレクトに伝わってくる。
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　その珊瑚色の髪に顔を埋め、ウィルフレッドは熱い吐息を漏らした。

「ウィル……フレッド……？」

「……好きだ」

　言葉は、思ったよりもシンプルに口からこぼれ落ちた。そして、一度こぼれてしまえば、それはもう元には戻らない。

　それどころか、どんどん溢れて止まらなくなっていく――気持ちも、言葉も。

「愛している。俺の天使……」

「え、えっ、え……!?」

　腕の中のレイチェルが、戸惑ったような声をあげる。その耳元にもう一度、ウィルフレッドは「好きなんだ」と囁いた。
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「……好きだ」

　その言葉を聞いた瞬間、レイチェルは心臓が止まってしまうのではないかと思った。

　――え、ほ、本当に……？　ウィルフレッドが……言ったの……今の言葉を……？

　聞き間違いか、都合の良い夢か。まずは夢でないことを確認したい。頬でも抓つねろうかと思ったが、背後からしっかり抱き込まれているせいで、それもままならない。

「愛している。俺の天使……」

「え、えっ、え……!?」

　そうこうしているうちに、追撃が来た。さすがにこれは聞き間違いでも夢でもない。現実だ、と理解した瞬間、身体がかぁっと熱くなってくる。

「好きなんだ」

　だめ押しのように耳元に囁かれた言葉に、レイチェルは膝から力が抜けそうになる。自分も、と言葉を返しかけた時――脳裏に先ほどパトリックと約束した事柄が思い浮かんだ。

『レイチェル殿下にお願いがあるのです』

　はっと我に返ったレイチェルは、ぎゅっと身体をこわばらせて俯いた。

　――ああ、どうして……どうして私、あんな約束を……！

　その理由を思い出し、レイチェルは唇を噛みしめた。

　――だって、きっともっと……ウィルフレッドに意識させられると……そう思ったんだもの……。

　だが、その約束が、今自分の首を絞めている。ウィルフレッドの告白に、今は答えることができない。

　それは、パトリックと交わした「期間限定の恋人役を演じる」という約束だ。

　お願いです、と懇願する彼の声を思い出し、レイチェルは背後から自分を抱きしめるウィルフレッドの腕を無意識にぎゅっと掴んだ。

『このまま国に戻れば、兄の治世のために政略結婚をせねばなりません。半分諦めつつも、僕は最後のチャンスに賭け――そして、見事に愛する人を見つけた。けれど、どうにも一筋縄ではいきそうにない』

　そう話すパトリックの瞳は真剣そのものだった。

『少なくとも、レイチェル殿下と恋仲、そうとまでは言わずとも良い感じの関係であると周囲に思わせられれば――少なくとも、少しだけ帰国を伸ばすことができるのです』

　そう縋すがられれば、レイチェルとて恋する人間の一人として彼に協力したくなる。おまけに、長年自分に仕えてくれたマーシャが良い結婚相手を得られるかも知れないのだ。

　それに加え、ウィルフレッドが少しくらいやきもちを焼いてくれるのではないか、という願望もあった。

　――パトリック殿下も、そのようなことを言っていたし……。

　しばらくの間ウィルフレッドとレイチェルを見ていて、彼は二人の間が微妙な関係であることに気付いたらしい。

『レイチェル殿下が他の男と親しくしているところを見れば、彼も少しは慌てるでしょう……どうですか？』

　そう囁かれ、レイチェルはパトリックの要望を聞き入れることにしたのだった。

「……レイチェル？」

「――ごめんなさい、ウィルフレッド……今は、まだ……その……」

　不安そうな彼の声で、意識がようやく現在に戻ってくる。本当は、私も――と答えたい、けれど。

「心が決まるまで、待っていて欲しいの」

　震える声でなんとかそれだけを告げると、背後で彼が小さく息を呑み、身体に回された腕にぎゅっと力が込められた。その力強さが、まるで自分を離したくないと態度で示されているようで心臓がきゅっと締め付けられる。

　肩口に顔を埋めたウィルフレッドは、何かを堪えるように小さく吐息を漏らした。その息がレイチェルの耳を掠かすめ、ぞくりと背筋が震える。

「……わかりました」

　しばらくの沈黙の後、彼は絞り出すような声音でそう答えた。レイチェルがほっとして安堵のため息を漏らすと、ぎゅうぎゅうと背後から抱きしめていた腕の力が更に強くなる。

「ウィルフレッド、ちょっと……」

　苦しいわ、と言おうとしたとき、背後から小さな声が懇願した。

「ただ……一つだけ、俺の願いを聞いてくれませんか……？」

　掠れた声は、どこか切なく――それでいて甘い響きを帯びている。そんな彼の声を聞くのは初めてだった。

「な、に……？」

「口付けを」

　強請ねだるように、ウィルフレッドはレイチェルの耳に囁いた。熱い吐息が耳をくすぐり、先ほどよりもずっと強く、ぞくぞくとした感覚が腰の辺りにわだかまる。

　操られたかのように、レイチェルはこくりと小さく頷いた。その反応を見逃さず、ウィルフレッドが彼女をくるりと振り向かせ、頤おとがいに手をかける。

　騎士らしく無骨で、少し固い指先の感触が顎を滑っていく。男の人の手だ、と今更ながらに意識して、レイチェルの鼓動が跳ねた。

　導かれるままに顔をあげると、真っ直ぐにこちらを見つめる青い瞳と視線が交わる。その瞳の奥に、あの時と――初めて口付けられたときと同じ光を見た、ような気がした。だが、それを確認するより先に、ゆっくりと近づいてきたウィルフレッドが唇をそっと触れさせる。ちゅ、ちゅ、と小さな音を立てながら、彼は何度もそれを繰り返した。

　初めのうちは触れる程度だったそれは、だんだんと回数を経るごとに大胆に唇を啄ついばみ始める。気付いたときには、唇が腫れるのではないかと思うほどに吸われ、呼吸もままならない状態になっていた。

「レイチェル……」

　合間に囁かれる自身の名が、なぜか抗いがたい呪縛のようだ。息苦しさに目眩がして、レイチェルはぎゅっと目の前の彼の胸元を掴んだ。

「ん、ふぁ……」

　鼻にかかったような声が出てしまい、その響きになぜか羞恥が沸き起こる。

　――な、なんか、いや……。

　だが、その声を漏らした瞬間、ちろりと彼の舌がレイチェルの唇を舐めた。驚いて少し開いた唇の隙間から、にゅるりと何かが侵入してくる。

　それが先ほど唇を舐めた彼の舌だと気付くのにさほど時間はかからなかった。だが、気付いてしまったがゆえに混乱と羞恥が同時に襲いかかってくる。

「ふ、あっ……ん」

　何をするの、と問おうと口を開ければ、そこに齧かじりつくようにウィルフレッドが口付けを深くする。まるで意志を持つ生き物であるかのように、彼の舌はレイチェルの口腔内を我が物顔で探り始めた。

　上顎の辺りを舌先がくすぐると、ぞわぞわと痺れるような感覚が背筋を這い上がる。小さく声を漏らせば、彼はうっとりとしながらレイチェルの頬を撫で、それから並んだ歯の一つ一つを、まるで形を確かめるよう舌で丹念に辿った。

「甘い……」

　そんなはずはないのに、恍惚とした表情を浮かべ、ウィルフレッドはしばらくの間「口付け」に溺れるように貪り続けた。

















第六章　王女の不安












　パトリックがレイチェルの元に足繁く通っている、という噂は、ウェレイヴ王国の社交界をひそやかに駆け巡った。

　おおかたの反応は、第四王女であるレイチェルが賓客をもてなす役目を果たしているだけだろう、という好意的なものではあったが、そうではないものも中には混じっている。

　この日の夜会でも、ウィルフレッドを伴ったレイチェルに臆することなく話しかけるパトリックの姿に、周囲の人々からは好奇の視線がちらちらと注がれていた。

　だが、そんな視線には我関せずとばかりに二人は談笑している。

　その背後で不機嫌そうな顔をして立っているウィルフレッドには同情めいた視線が向けられていて、好意的と言い難い反応の大半は彼への同情によるものだった。

「ご歓談中失礼を」

　そんな状況であるため、誰もが三人を遠巻きにする中、珍しく声をかけてきたのはモーエン侯爵であった。その一歩後ろには、モーエン家の令嬢であるエリナーの姿も見受けられる。

　レイチェルにとっては、普段は関わりのない人物であるだけに、どうして今声をかけてきたのか、不思議であった。更に言うなら、レイチェルはエリナーからよく思われていない。現在も、彼女はにこやかなモーエン侯爵とは違い、隠しきれないじっとりとした嫌悪の籠もった視線でレイチェルを見つめている。

　だが、ここで声をかけられた以上、無視をするわけにもいかない。小さく咳払いをして、レイチェルはにこりと微笑むと二人に向き直った。

「モーエン侯爵、どうなさったの？」

「これは、私めのことを覚えていてくださったとは光栄ですな」

　レイチェルの言葉に、モーエン侯爵は少しだけ目を見張り、にこりと微笑む。芝居がかった動作で両手を広げると、彼は笑顔のまま話し始めた。

「いやぁ、かねてよりパトリック殿下にご挨拶を、と思っておりましたが、なかなか機会がなく……。レイチェル殿下とのお話中に不躾とは思いましたが、ぜひ一言なりとも、と」

「そう……」

　そういえば、モーエン侯爵はウェレイヴ王国の外交部に籍があったはずだ。こうしてパトリックとお近づきになりたい、というのには納得が出来た。

「パトリック殿下、こちらはモーエン侯爵。ウェレイヴ王国の外交担当部門に所属している者です」

「ああ……そうなのですね。お初にお目にかかります、パトリック・ウィカムです。外交担当ということでしたら、近い将来またお目にかかることもあるかと。どうぞよろしく」

「もったいないお言葉、ありがとうございます」

　あくまでもにこやかに、モーエン侯爵は頭を下げた。だが、その一瞬レイチェルに向けた視線に、彼女はなぜかぞっと背筋に悪寒が走るのを感じ、身震いした。

　――えっ……なに……？

　だが、雑談を始めたモーエン侯爵の表情を改めて見てみても、特別おかしなところは見受けられない。エリナーも父の後ろで大人しく話を聞いているだけで、何を話すでもない。

　首を傾げ、レイチェルは小さく息を吐いた。












　そんな事があった二日後のことである。

　パトリックと共にサロンを訪れた帰り、少し気分転換をしようと大庭園のガゼボにやってきていた。この大庭園は、ガーデンパーティを催せるほど広くゆったりしている。当然、そこにあるガゼボも大きなものになる。

　いくつかベンチやテーブルが置かれており、いつもは開放されていて休憩時間には城勤めのものたちの憩いの場になっているという。

　この時間はまだ仕事中なのだろう。渡り廊下を行き来する人の姿は見えるが、庭園の中にいる人はまばらで、ガゼボには誰もいないようだった。

「ねえ、マーシャ。あなたも少し殿下にお話をきかせてあげてくれない？」

「わたくしがですか……？」

　常に後ろに控えているマーシャが、レイチェルの言葉に不審げに眉をひそめる。だが、そのレイチェルの言葉を後押しするように、パトリックもまた声をあげた。

「そうだ、マーシャ殿……先日伺った城下町の図書館について、もう少し聞きたいな」

「え、ええ……」

　ここ最近、パトリックが熱心にレイチェルの元に通い、マーシャに声をかけ続けているお陰か、彼女はだいぶパトリックに慣れてきたようだった。

　話をしているときもうちとけた笑みを見せるようにもなっていて、だんだん二人の距離が縮まっているのを感じる。

　ちなみにマーシャは、パトリックがレイチェルの元に来るのを「なるほど、当て馬ってやつですね……」という謎の言葉で容認していた。そのせいなのかなんなのか、わりと彼に好意的である。

　――パトリック殿下、女性慣れしてないのかと思っていたけど、案外やるわね……。

　このまま行けば、彼の計画は成功するかも知れない。そんなことを考えて、レイチェルの口元に笑みが浮かんだ。

　二人の邪魔にならぬよう、レイチェルはぼんやりと庭園の方向に視線を向ける。ここはパーティ用の庭園と言うこともあって、大きく開けた芝生の上にガゼボが建てられている。

　傍には大きな木が一本だけ植えられていて、それが日よけの役割も果たしていた。

　――あの木に登って、降りられなくなったことがあったわね……。

　ふと、幼少期の思い出が一つ胸に蘇り、レイチェルの口元に苦笑が浮かぶ。確かあの時は、レイチェルを助けに来てくれたはずの兄も一緒に降りられなくなってしまって、ウィルフレッドが必死になって二人を助けてくれたのだった。

　その、ウィルフレッドが。

　――私を、好きって……。

　ふと唇の辺りに手を当てて、レイチェルは一人で赤面した。目を閉じると、あの時の口付けの感触がまた蘇ってくるようだ。

　――早く、パトリック殿下もマーシャに告白すれば良いのに……。

　そうすれば、こんな茶番を終わりにして、ウィルフレッドに今度はこちらから気持ちを告げられる。

　――きっと、喜んでくれるわよね……？

　最近、パトリックといると彼は不機嫌になる。あからさまにやきもちを焼かれていると思うと、なんだかむず痒くてくすぐったい気分だ。

　――もう少しだけ、これを味わっても良いかも……。

　なにしろ、片思い歴が長かったのだ。少しくらいは向こうがやきもきしても、罰は当たらないのではないか。

　そんなことを考えて、くすりと笑ったとき――どこかからか、強い視線を感じたような気がして、レイチェルはふと視線を渡り廊下の方に向けた。

　だがそこには、仕事中の人々の行き交う姿以外にはなにもない。

「……あら？」

　レイチェルは目を瞬かせ、もう一度周囲を見回す。だが、こちらを見つめている人物は、特には見当たらない。

　不思議に思いつつも、レイチェルはしばらくするとそれをすっかり忘れてしまった。






「えっ、バーサが？」

「はい……申し訳ございません、姫さま。ですので……一日か二日。お暇を頂きたいのですが」

　朝、レイチェルの起床を確認しに訪れたマーシャは、少しばかり暗い表情を浮かべてそう申し出てきた。なんと、レイチェルの乳母でもあったマーシャの母、バーサの具合が良くないと連絡があったのだという。

「二、三日といわず、しばらく帰っていても良いのよ……？」

「ありがとうございます」

　レイチェルにとっても、バーサは第二の母とでも言うべき人物だ。その具合が良くないとなれば、当然のことながら心配になる。

　特にバーサは、これまで風邪一つ引いたことがない。その頑健がんけんさもありレイチェルの乳母に抜擢されたのだ。

　そんな彼女が体調を崩したというのだから、ただ事ではないように思われた。

　幸いというべきか、マーシャの両親は領地を長男に任せ、現在は王都のタウンハウスに住んでいる。もし長引くようならば、見舞いにも行きたい。

　だが、まずはあまり大事にならないようにと、朝のうちにマーシャを送り出し、レイチェルは憂鬱そうなため息を漏らした。

　午後になると、パトリックがレイチェルの元を訪れた。だが、彼の本来の目当てであるマーシャはおらず、そのいきさつを聞いた彼は残念そうに肩を落とした。

　わざわざここまで来たのに目的の人物がいないのだから、その落胆も仕方がない。

「お知らせしておけば良かったですね」

「いえ……それにしても、ご心配でしょう」

　以前、マーシャがレイチェルの乳母の娘であると言うことは話していた。それもあって、彼は気遣いの言葉をかけてくれる。

　――本当に、良い方なのよね。

　こういう人物ならば、マーシャを任せても良いと思える。小さく笑うと、彼は不思議そうに首を傾げた。

「今日はどうしますか？　お戻りになる？」

「いえ……マーシャ殿がいないとはいえ、一応僕の目当てはレイチェル殿下と思われていた方が都合が良いですから……」

「そうでしたね」

　それならば、いつものように庭園でも散歩しようということで話はまとまり、二人揃って外に出る。

　午後の空は少しだけ薄曇りで、吹く風はどこかじめっとしていた。恐らく、後一、二時間もすれば雨になるだろう。

　ほんのりと湿り気を帯びた木の葉にそっと触れ、レイチェルはパトリックを振り返った。

「殿下、この後は雨が降るかも知れませんよ」

「ならば、早めに戻った方がいいでしょうかね……」

　レイチェルの言葉に空を仰ぎ、パトリックはそう呟くと残念そうな表情を浮かべてみせる。そのわざとらしさにレイチェルが噴き出しそうになったとき、渡り廊下をエリナーが歩いているのが見えた。

　――珍しいわね。

　この時期、規模の大小はあれど、毎夜のように夜会が開かれ、令嬢たちはこぞって参加をしているはずだ。そして、参加するとなればこの時間には既に準備は始まっている。

　歩いてきた方角からして、王宮の中で仕事をする父親、モーエン侯爵に用事があったのだろう。その帰り道だと推測し、レイチェルは彼女から視線を逸らそうとした。

　その時、視界の端に見慣れた近衛騎士の制服がちらりと過る。背格好からして、あれはウィルフレッドだろう。

　彼は誰かを探すようにきょろきょろと周囲を見回している。

「ウィル……」

　どうしたのかと声をかけようとしたレイチェルは、次の瞬間ぐっとその言葉を呑み込んだ。ウィルフレッドはエリナーの姿に目をとめると、手を振って駆け寄ったのだ。

「エリナー嬢！」

　大声で名前を呼ばれたエリナーが振り返り、ウィルフレッドの姿を認めると小さく首を傾げる。

「……ですよ」

「……あ……います」

　追いついたウィルフレッドが、彼女に何かを手渡した。それを笑顔で受け取ったエリナーが、ふと彼の制服に手を伸ばす。白い指先が彼に触れ、ウィルフレッドが照れたような笑みを浮かべた。

「……っ」

　どくり、と心臓が大きな音を立てた。彼女は明らかに、レイチェルの存在に気付いている。

　ウィルフレッドに手を伸ばしながら、エリナーはちらりとレイチェルに視線を送ると、口元をにやりと吊り上げたのだ。

　――な、なん、なの……。

　どくどくと心臓が嫌な音を立てている。レイチェルは言葉もなくその様子を見つめ、パトリックに「どうしたんですか」と声をかけられるまで呆然とそこに立ち尽くしていた。






　翌朝、レイチェルはなんとなく重苦しい気分で目を覚ました。振り払っても振り払っても、ウィルフレッドとエリナーの姿が脳裏に蘇り、胸がざわつく。

　窓の向こうからは、雨の音が聞こえていた。その音を聞いていると、なんだか憂鬱な気分になってくる。どんどん悪い方向にいきそうになる思考をどうにか振り払って、レイチェルは必死になって自分にこう言い聞かせた。

　――きっと、忘れ物か落とし物を届けただけよ。彼が個人的に彼女と知り合いということはないはずだもの。

　だが、ウィルフレッドの照れたような表情が、脳裏に焼きついて離れない。

「ウィルフレッド……」

　ぽろりと口からこぼれた彼の名前に、心臓がきゅっと音を立てる。そのまま寝台の上でぼうっとしていると、寝室の扉を控えめにノックする音が聞こえ、それからすぐにカチャリと音がして内側に開いた。

　そこから姿を現したのは、昨日休みを取ったはずのマーシャだ。

　驚いたレイチェルは、目を瞬かせて問いかけた。

「どうしたの、マーシャ……バーサの容態は？」

　すると彼女はびくりと肩を震わせ、それから慌てたように首を振った。

「い、いえ……その……どうも、風邪を引いたようだと……。まだ熱はありますが、母が姫さまのお傍から離れるなんてとんでもないと怒るものですから」

「まあ……そんなこと、気にしなくて良いのに……」

　そう答えながらも、レイチェルは「なるほど」と頷いた。バーサは昔からレイチェルびいきで、少し過保護なところがあった。仕方がないわね、と軽く息を吐き出すと、マーシャが苦笑いを浮かべる。

「せめて、見舞いの品を贈らせてもらうわね」

「あ、ありがとうございます……」

　微笑んでそう答えるものの、マーシャの様子はそこはかとなく元気がないように見える。レイチェルはそんな彼女を元気づけるように、軽くその背を叩いた。






　昼過ぎになると、どうやら雨は上がったようだった。どんよりと雲に覆われていた空から、かすかに光が漏れ出してきて、窓の外が次第に明るくなってくる。

　ぼんやりとそれを見つめていると、コンコンと扉をノックする音が室内に響いた。

「レイチェル？　俺です……ウィルフレッドです」

「ウィルフレッド、まあ……どうぞ」

　扉の外から聞こえてきたウィルフレッドの声に、レイチェルの気持ちが一気に浮き立つ。自ら出迎えようと立ち上がったところで、傍にいたマーシャが一瞬身体を強ばらせたことに気が付いた。

「どうしたの？」

「い、いえ……」

　首を横に振ってそう答えたものの、顔色があまり良くない。訝しんだものの、マーシャはすぐに「お茶の支度をして参りますね」と言って、ウィルフレッドの視線を避けるように部屋から出て行った。

　入れ替わりに入室してきたウィルフレッドが、その後ろ姿を見送って首を傾げる。

「レイチェル、どうしました？」

「うーん……実は、バーサの体調が良くないらしくて……」

　昨日からの事情をかいつまんで話すと、ウィルフレッドは「ふむ……」と呟き、顎に手をかけた。

「心配ですね」

「ええ……。ああ、どうぞ、座ってウィルフレッド」

　立たせたままだったことに気付いて、レイチェルがソファを示す。ウィルフレッドは「ありがとう」と礼を言うと、そこに腰を下ろした。

　髪の先が少し濡れているところを見ると、どうやら外から帰ったばかりらしい。レイチェルはハンカチを取り出すと、身を乗り出して額に伝った水滴を拭ってやった。

「濡れているわ……どこか行ってきたの？」

「ああ……アンドリュー殿下のお供で、城下に」

　頷いたウィルフレッドが、苦笑してレイチェルからハンカチを受け取る。水滴を拭き取る姿を見つめていると、マーシャがお茶を準備して戻ってきた。

　湯気の立つカップを、彼女がテーブルの上に置こうとする。その手元がカタカタと震えていて、レイチェルは「大丈夫？」とマーシャに問いかけた。

「し、失礼いたしました……」

　びくりと肩を揺らしたマーシャが、逃げるように立ち去る。どうしたのだろうと訝りつつ、レイチェルはウィルフレッドに「温まるわよ」とお茶を勧めた。

「ありがとう」

　微笑んだウィルフレッドが、ふうっと息を吹きかけてからゆっくりと口を付ける。その唇に一瞬視線が釘付けになった。

　――あの、唇が……。

　自分に触れたのだ、と意識してしまい、急激に体温が上がってくる。濡れた唇が光を反射してどこか艶めかしさを醸し出していた。ごくり、と小さく喉が鳴る。

　その視線を感じたのか、ウィルフレッドがふとレイチェルに視線を向けた。

　目が合いそうになって、思わず逸らしたとき、ふと視界の端を掠める制服に既視感を覚えた。

　もちろん、近衛騎士の制服は彼がいつも身に着けているものだし、レイチェルにとっては見慣れたものだ。

　――あ、そうだ……。

　つい昨日のことを思い出し、レイチェルの高揚した気分は一気に下降した。今朝方の悪い妄想が次々と溢れてきて、どんどん気分が暗くなっていく。

　急に俯いて何も話さなくなったレイチェルに、ウィルフレッドはどうしたのかと眉をひそめた。

「レイチェル？　気分でも悪いのですか？」

「う、ううん……違うの……」

　思わず幼子のような話し方になってしまい、レイチェルが唇を噛む。だが、ウィルフレッドは軽く笑うと、「ならいいのだけど」ともう一度カップに口を付けた。

　それを一気に飲み干すと、「では」と立ち上がる。

「え、もう行ってしまうの？」

「ええ、今日は少し顔が見たくなって……」

　照れくさそうに微笑む表情には、何の含みもないように思える。けれど、どうしてもエリナーといた時のあの表情が脳裏をちらついて消えない。

　――エリナー嬢とは、お話しする時間があったのに……？

　そんなもやもやした気持ちが黒い霧のように胸の内にわいてくる。軽く頭を振ってそれを追い出すと、レイチェルは無理矢理に笑みを作った。

「……そう。お仕事、頑張ってね」

「ああ……ありがとう」

　最後にそっとレイチェルの頬に触れ、ウィルフレッドは何か言いたげな顔をした。だが、名残惜しげに指先が頬を撫でただけで、彼は一礼して部屋を後にする。

　その後ろ姿を見送って、レイチェルは胸をぎゅっと押さえた。
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　名残惜しさに後ろ髪を引かれながら、ウィルフレッドはレイチェルの部屋を後にした。

　彼女の心が決まるまで待つと言ってはみたものの、ここ最近パトリックと親しくしているところを間近で見せられては穏やかではいられないのが本音だ。

　少しだけでも顔が見たい、その思いだけで時間を調整し、レイチェルの元を訪れたのだが。

　――レイチェルの様子も気になるが……マーシャは一体どうしたんだ……？

　レイチェルが幼い頃から共に過ごした身であれば、当然マーシャの事もウィルフレッドは昔から知っている。

　いつも礼儀正しく、明るい彼女にしては、今日の態度はどうも妙だと思えた。

　それに加え、と一瞬立ち止まり、ウィルフレッドは背後を振り返る。

　――あまりにもマーシャの顔色が良くない気がしたが……。

　バーサの体調が良くないという話は聞いた。それはもちろん心配なことだろうと思う。

　けれど、それだけでは、あれほどまでに憔悴した様子を見せるとは考えにくい。元々、彼女は気丈な性格であることをウィルフレッドはよく知っている。

　――少し、様子を見に……。

　虫の知らせとでも言おうか、どうにも今日は彼女のことがひっかかる。そう考えた時、向かい側から誰かが歩いてくるのに気が付いた。

　――パトリック殿下……！

　慌てて道を譲る。軽く頭を下げたウィルフレッドに気付いたのか、パトリックの歩みが少し遅くなる。

　彼がこれからどこに向かうのかなど、わかりきっていた。

　――レイチェルの所に行くのか……。

　胸がざわつく。思わず奥歯を噛みしめたところで、パトリックが弾んだ声でウィルフレッドに挨拶した。

「やあ、マクニース卿……レイチェル殿下の所に行っていたのですか？」

「パトリック殿下、ええ……はい。お変わりないかご挨拶に」

　思わず固い声が出てしまい、我ながらぎょっとする。だが、幸いなことに上機嫌なパトリックはそれに気付かなかったようだった。

「そう……僕もこれから少しお話を伺いに行こうと思って。こちらにいられる間にね……」

「左様ですか」

　笑顔のパトリックに、ウィルフレッドはひきつった笑みを向ける。彼の瞳はどこか楽しそうにこちらを見つめていて、それがまたウィルフレッドの気持ちを逆なでしてくる。

　だが、ここで怒りを露わにするほど、ウィルフレッドは自制心の足りない人間ではなかった。黙って一礼すると「どうぞ」と改めて道を譲る。

　パトリックはそんなウィルフレッドの複雑な内心には気付きもせず、にこりと笑うと「では」と上機嫌な様子で手を挙げ、足取りも軽く去って行く。

　その後ろ姿を見送ったウィルフレッドは、妙に浮き足だって見えるその姿に首を傾げた。

　――パトリック殿下は、あれほど落ち着きのない方だったか……？

　気になる。思わず後をついて行き、確認したい誘惑に駆られたが――そこでウィルフレッドははっとした。

　今はまだ職務中だ。少しだけ時間を貰ってレイチェルの様子を見に来たが、戻らなければならない。

　――今日は気になることが多いな……。

　特に気になるのは、マーシャの様子だ。

「確か、実家に一度帰ったと言っていたな……」

　顎を撫で、ウィルフレッドはしばし考え込んだ。

　――少し、確認しておくか……。

　詰め所に寄る時間くらいはあるだろう。懐中時計を確認して、ウィルフレッドは足早にその場を後にした。

















第七章　二人の想い












　レイチェルはウィルフレッドの立ち去った後、その扉をじっと見つめた。

　彼の様子は、これまでと変わりなかったように思われる。

　だけど――少しよそよそしくはなかっただろうか？

　そう思ってしまうのは、自分にやましい部分があるからか、それとも見てしまったからだろうか。あのエリナーと親しげに会話するウィルフレッドを。

「ウィルフレッド……」

　馬鹿なことを考えず、パトリックの提案など無視すれば良かった。あのまま、彼の気持ちに応えられていたら、今こんな風に悩む必要もなかったのに。

　大きなため息をこぼしたとき、扉の向こうで話し声が聞こえた。声の感じから、片方はマーシャ、もう片方はパトリックのようだ。

　――もういらしたの？　早耳だこと……。

　まだマーシャが戻ったことは、彼には伝えていなかったはずだが。それとも、単純にいつも通り演技のつもりで来たのだろうか。

　しかし、どうしたことか待っていても二人は一向に入室してこようとしない。どうやらパトリックはマーシャに会えた喜びで彼女にあれこれ聞いているようだ。

　まったく、と肩をすくめ、レイチェルは苦笑して立ち上がると、扉に手をかけた。

　かちゃんと小さな音を立ててノブを下げると、それを手前に引く。

「二人とも、こんなところで立ち話などしていないで、どうぞ入りなさい」

　そう声をかけると、手前にいたマーシャが飛び跳ねるようにしてびくりと身体を揺らした。パトリックの方はといえば、いかにも嬉しそうに紅潮させた頬を隠しもせず、にこやかにレイチェルに向かって一礼する。

「姫さま……し、失礼を……」

「ああ、レイチェル殿下……失礼、お邪魔いたします」

　にこりと笑顔で返答したパトリックとは違い、マーシャはレイチェルの方を見ようともせず、口早にそれだけを言うと「お茶を……」ともごもごと呟いて走り去ってしまう。

　その後ろ姿をぽかんと見送って、レイチェルとパトリックは顔を見合わせた。

「どうしたのかしら」

「どうしたんでしょう……？」

　少し顔色が悪いようにお見受けしましたが、と続けるパトリックに頷いて、レイチェルはとりあえず座るよう彼に勧めた。

　いつもは庭園に出るのだが、今はマーシャがいない。扉を半開きにしたまま、彼女が戻ってくるのを待つことにする。

「バーサに言われて戻ってきたらしいのだけど……」

「そうなんですか。でしたら、今日お手紙をくださったときに教えてくだされば……」

「え？」

　パトリックの言葉に、レイチェルは目を瞬かせた。身に覚えのないことだったからだ。

「手紙……？」

「ええ、くださったでしょう……？」

　いいえ、と首を振ると、パトリックは頭の後ろに手をやり、ぽりぽりと掻きながら「あれ？」と間抜けな声を漏らした。

　聞けば、パトリックの元に先ほど差出人を「レイチェル」とした文が届いたのだという。持ってきたのは侍女だったというが、もとよりマーシャ以外の女性にさほど興味を示していないパトリックは、生憎髪の色さえも覚えていないらしい。

　その手紙には「今日これから来てくださるのを待っています」とだけ書かれていたという。

「ほら、マクニース卿のこともありますし……何かお話に……」

　肩をすくめ、パトリックが手紙の呼び出しに応じた理由を話そうとしたところで、半開きの扉がコンコンとノックされ、隙間からマーシャが顔を出した。

　どうやら、お茶を淹れてきてくれたようだ。

　だが、俯きかげんなため顔色は判然としないが、手に持った盆が揺れ、足取りもなんだかよろよろとしておぼつかない。

　カーペットに足を取られ、転びそうになったところで慌てたレイチェルが立ち上がろうとしたのを制し、パトリックは自ら彼女に手を差し伸べ、その盆を受け取った。それを机の上に置くとマーシャを支えるようにして顔を覗き込む。

　小さく息を呑むと、彼は首を振り、言い聞かせるように彼女に告げた。

「マーシャ殿、あまりにも顔色が良くない……休んだ方が良い」

「そうよ、マーシャ……あなた、酷い顔色。さっきよりずっと悪くなっているじゃないの……！」

　パトリックの言葉に、レイチェルが大きく頷く。そうすると、マーシャは青い顔をしたままレイチェルに視線を向け祈るように手を組んだ。

「姫さま、お茶を……」

「いいのよ、マーシャ……本当に無理はしないで。あとは私がやるから、下がって少し寝ていなさい」

　そう返答すると、彼女は少しほっとしたようだった。だが、顔色は青を通り越して白に近い状態で、指がカタカタと震えているのは変わらない。

　――一人で帰らせるのは不安だわ……。

　誰か呼んだ方が良いだろう。そう思った時、思いがけない言葉がパトリックの口から出てきた。

「私が連れて行きましょう」

「えっ」

　思わず素っ頓狂な声が出てしまい、レイチェルは「しまった」と口元を押さえた。だが、パトリックは小さく肩をすくめると「確かに」とため息交じりに答える。

「マクニース卿と比べたら、頼りなさそうに見えるでしょうけど……これでも一応男ですからね、女性一人支えて歩くくらいはなんとかなります。国では、よく酔った兄を介抱したものです」

「そ、そういう……意味では……」

　なんとか誤魔化そうとしたが、彼の表情を見る限りうまくいかなかったようだ。ああ、と小さな声で呟くと、レイチェルはぺこりと頭を下げる。

「申し訳ございませんが……お願いいたします」

「ええ、引き受けました。送り届けたら、今日はもう帰ります」

　え、と思わず声が出かけたが、確かにマーシャがいない以上、彼はここに用はないだろう。

　戸惑っていたマーシャも、どうやら彼が引かないことに気付いたらしい。助けを求めるようにレイチェルを見る彼女に「送っていただきなさい」と声をかけると、しぶしぶながら頷いた。

　二人が廊下の向こうに消えてゆくのを見送って、レイチェルが「はあ」と大きなため息をつく。

　――なんだか、今日は慌ただしいわね……。

　一息つくと、喉が渇いてきた。さきほどマーシャが持ってきてくれたお茶のポットがまだ机の上にあることを思いだし、自分でカップに注ぐ。

「……あら」

　いつもとは違う、バニラのような甘い芳香に、レイチェルは首を傾げた。何も言っていなかったが、新しい茶葉でも試そうとしていたのだろうか。

　くん、ともう一度その香りを吸い込んで、レイチェルは小さく頷く。嫌いではない、というかわりと好きな部類の香りかもしれない。

　味の方はどうだろうか。試しに口をつけ、ほんの少し舌の上で転がしてみる。

「匂いと同じで、少し甘いわね……」

　これなら、砂糖は必要なさそうだ。ふうっと息を吹きかけ、レイチェルはそれをゆっくり飲み干した。

　異変が起きたのは、それから十分くらい経った頃のことだ。

　――なんか、暑いわね……？

　確かに、もう夏が近い。すでに初夏と言って差し支えない時期だが、それでもこれほど暑いなどということがあるだろうか。

　じんわりと額に滲んだ汗に、レイチェルは首を傾げた。

　試しに窓を開けてみたが、外を吹く風はまだまだ爽やかだ。汗ばむほどの気温とも思えない。さぁっと吹き込んできた風の感触に、ふるりと身が震えた。

　――どうしちゃったの……？

　なんだか、吐く息が妙に熱い。これはもしかして、自分の体調が良くないのだろうか。

「少し……横になった方が良いのは私の方かもしれないわね……」

　試しに触れてみた頬も、なんだか熱く感じる。熱が出ているのかも知れない。さっきまでそんな感じではなかったけれど、と不思議に思いながらも、レイチェルは少し身体を休めようと寝室に向かった。

　幸いなことに、今日は何の予定もなかったため、着ているドレスも簡易なもので脱ぎ着は一人でも出来る。だが、妙なことに生地が肌に触れると、そこからぞくりとした感覚が走り、だんだんと息が荒くなってきた。

　いつもの寝間着に着替えた頃には、既に息が上がっていて、呼吸をするのも苦しいほどだ。

　――なに、これ……何かおかしいわ……？

　足を縺もつれさせるようにして、なんとか寝台に倒れ込むと、レイチェルは荒い息を吐きながら必死に考える。

　どうしたって、これは体調が悪いとかそういう次元の話ではない。さすがにレイチェルも事態の異常さに気付いて、自身の身体をぎゅっと抱きしめるようにして丸くなった。

　――このまま、こうしていたらおさまるものなの……？

　まるで、身体の奥がじりじりと炎で炙られているように熱くなり、肌に触れるもの全ての感覚が鮮明になっていく。もぞ、身動ぎをしただけで背筋にしびれが走り、お腹の奥がきゅうっと疼いた。

　足の間になにか湿った感覚がして、くちゅりと粘ついた水音がする。

「や、なにこれ……っ」

　恐ろしさに、目の端に涙が滲む。自分ではどうしたら良いのかもわからない身体の異変に、レイチェルはぎゅっと目を閉じて身体を縮こまらせた。

　――こわい……助けて……。

　こんな時、脳裏に浮かぶのは、彼の面影だ。

　焦げ茶の髪に青い瞳をした、レイチェルにとって――たった一人の大切な人。

「ウィルフレッドぉ……」

　たまらずそう呟いた時、寝室の外でカタンと小さな音がした。はっとして目を見開いたレイチェルが、恐る恐るそちらを確認する。

　ごくり、とつばを飲み込む音がやけに大きく聞こえて、レイチェルは冷たくなった指先で胸元を掴んだ。

　――誰か、いるの……？

　マーシャを送っていったパトリックが、気を変えて戻ってきたのだろうか。その考えに、心臓がぎゅっと縮むような思いがする。

　――いや……。

　身体が震える。今この状態を見られるのは、良くないことだと本能が告げている。緊張で渇いた喉を潤そうと、懸命につばを飲み込もうとするがうまくいかない。

　その間にも、扉の外では歩き回る足音が小さく聞こえてきていた。だんだんとそれが近づいてきて、レイチェルがパニックを起こしそうになる。

「や……っ」

　来ないで、と言う言葉を呑み込もうとして、喉に余計な力が入った。ゴホゴホと咳き込んでしまい、再び目尻に涙が滲む。

　しまった、と思った時にはもう遅かった。部屋の外の足音が、扉の前でピタリと止まる。コンコン、とノックの音がして、レイチェルは悲鳴じみた声を漏らした。

　それがいけなかったのだろう――慌てたように扉のノブががちゃんと大きな音を立てて下げられる。

「い、いや、だめっ……！」

「レイチェル……!?」

　レイチェルがぎゅっと目を閉じて叫ぶのと、扉が開くのは同時だった。だが、その音と同時に自分の名前を呼んだ声に、緊張が一気にほどける。

　そこに立っていたのは、今一番助けて欲しいと願った相手――ウィルフレッドだった。

　彼は寝台の上にいるレイチェルを見ると、驚いたように駆け寄ってくる。そして、その様子を確認すると、周囲をぎろりと睨みつけるように見回した。

　あまりの形相に、思わずレイチェルが息を呑む。一通り室内を見回したウィルフレッドは、小さく息をつくと寝台の上のレイチェルを振り返った。

「どうなさったんです……？　こんなに汗を……それに、先ほどの悲鳴は……」

「あ……」

　額に手を当てられ、それから頬をなぞるように動かされ、レイチェルの唇から思わず甘い声が溢れた。触れられた箇所から、なにやら背筋の方にぴりりとしたしびれが走る。

　視界が潤む。胸の先がピンと尖って、布地に擦れると頬を撫でられたときと同じように背骨の辺りがうずうずする。縋るように彼の腕を掴むと、レイチェルはどうしていいのかもわからず彼の顔を見上げた。

　目の奥が熱くて、勝手に涙が溢れてくる。はあ、と吐いた息の音がやけに響いて、ごくりと彼の喉仏が上下するのが見えた。

　その、男性的な部分に、レイチェルの心臓がどきりと音を立てる。するとそれに呼応するようにして、甘い吐息が口から漏れた。

　だが、そんなレイチェルの様子を見たウィルフレッドの表情が強ばる。ぎり、と奥歯を噛みしめる音が聞こえて、レイチェルはひくりと身体を竦ませた。

「……この症状、まさか……媚薬か……？」

「びや……く……？」

「ああ……飲んでからそれなりに時間が経ってしまっているようですね……触っただけでこれじゃ、苦しいだろう」

　彼が何を言っているのか、よくわからない。唯一理解できたのは、媚薬、という単語だけだった。

　その存在については、聞いたことがある。夫婦の閨ごとにおいて、緊張をほぐすために使われるものだと。ただ、その効能について深くは教えられなかった。

　――こういう風に、なるものなの……？

　このお腹の奥の疼きをなんとかして欲しくてたまらなくなる。それを、他の誰でもなく、ウィルフレッドにして欲しいと願ってしまう。

　彼の腕を掴む手に力を込め、レイチェルは彼の青い瞳を正面から覗き込んだ。

「たすけて……お腹がむずむずして、くるしいの……」

「い、いや……だが、しかし……」

　ウィルフレッドは、だが小さく息を呑み込むと、ついと視線を逸らし口ごもるように呟いた。

　――どうしてためらうの。ウィルフレッドはいつだって、レイチェルを助けてくれる騎士さまだったのに。どうして――ああ。

　ぽろり、と涙がこぼれる気配がして、正面のウィルフレッドがはっとしたように顔を強ばらせた。

「だめなの……？　私じゃなくて、エリナーさまのほうが良くなったから？　だからもう、私のことは助けてくれないの……？」

「なにを……そんな、馬鹿な」

「私は、ウィルフレッドに助けて欲しい……好きだから……ウィルが好きだから、他の人じゃいやなの……」

「レイチェル……！」

「ウィルは、もう私じゃだめなの……？」

　溢れる涙でもう彼の顔が見えない。泣きながらすがりつくレイチェルを、硬くて逞しい腕が包み込み、ぎゅっと抱きしめた。

「そんなわけ、あるか……っ！」

　絞り出すような答えに、レイチェルの心臓が跳ねた。彼の気持ちが自分に向いている、そう思うだけで幸福で胸が一杯になる。

　耳元に顔が埋められる気配がして、彼の吐息が耳をくすぐった。それだけで、またお腹の奥からとろりと何かがあふれ出し、切ない吐息が漏れてしまう。

「本当に、俺でいいんですね……？　他の誰でもなく、俺で……」

「うん……ウィルフレッドが、して……」

　そうレイチェルが告げた瞬間、噛みつくような口付けが降ってきた。唇が合わされたかと思うと、すぐにウィルフレッドの舌がレイチェルの口腔内を探り始める。

　上顎の辺りをくすぐられると、どうしてかもどかしいほどにきゅんとお腹が疼く。胸の先がじんじんして、それを彼の身体に擦り付けた。それに気付いた彼が、口の端を吊り上げる。

「レイチェル、気持ちいい、ですか……？」

「ふ、あ、ふぁあ……」

　息継ぎの合間に囁かれると、それにさえ感じてしまって鼻にかかった声が漏れる。気付いた時には、上着を脱ぎ捨てたウィルフレッドに寝台に押し倒されていた。
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　上からのしかかるようにしてレイチェルに跨がったウィルフレッドの、ゴツゴツとした大きな手が寝間着の上から這い回る。胸を柔らかく揉まれ、その指先が先端を掠めると、唇で塞がれた口からまた甘い声が漏れた。

　布越しにくすぐられ、もどかしさに身震いする。

「ん、んんっ……」

　もっと、強く触れて欲しい。じくじくする部分を、まるで焦らすように避ける指にしびれを切らし、レイチェルは自分から身体を揺らすと彼の手に胸の先を擦り付けた。すると、小さく息を呑む気配がして、至近距離にある彼の目が眇すがめられた。

「そんな、ことをして……」

　ちゅ、とかすかな水音を立てて唇を離したウィルフレッドが囁く。その声に滲む情欲の響きに、レイチェルの胸がきゅうっと締め付けられた。

　あ、と小さな声が唇から溢れるのを奪うように、再びウィルフレッドが口付けてくる。

「ふん、んっ」

「ん、レイチェル……」

　ぷち、とボタンが外される感覚がして、胸元にひやりとした感触が入り込んできた。しっとりと湿った肌に彼の指先が直接触れて、レイチェルは息を呑む。気付けば、ボタンは全て外され、肩からするりと寝間着が滑り落ちている。

「……柔らかい」

　大きな手で包み込むように膨らみを覆うと、彼は感極まったようにそう漏らした。その硬い指先がゆっくりと胸に沈む。布越しとはまた違い、直に触れる皮膚の生々しい感触に、肌がざわつき、お腹の奥がまたきゅうっと引き絞られるように疼いた。

　だけどそれは、不快なものではない。どちらかというと、心が喜びでざわめいている。

　彼の顔を仰ぎ見ると、普段は穏やかな青い瞳に、ぎらぎらとした光が宿り、頬は上気して恍惚とした表情を浮かべていた。

　その表情にどきりとして、レイチェルは小さな呻き声を漏らす。すると、ウィルフレッドがはっとしたように手を離し、慌ててレイチェルの顔を覗き込んできた。

「痛かった、ですか？」

「ち、ちがうの……」

　首を振ると、彼はほっとしたように息をつき、それからレイチェルの胸の膨らみに視線を移した。ごく、とつばを飲み込んだ彼が、そこにゆっくりと顔を近づけていく。

「あ、な……あ、ああっ……！」

「こちらのほうが、優しく触れられるでしょう……あなたに、万が一にも痛い思いはさせたくない」

　舌を突き出した彼が、尖った胸の先をぺろりと舐める。それだけで、媚薬に侵された身体は容易に高みへと彼女を押し上げようとした。びりびりと身体を走り抜ける快感に怯え、レイチェルが激しく首を振る。

「や、あっ、ああっ、それ、こ……あ、あっ」

「ん、暴れないで……」

　両腕を押さえつけ、ウィルフレッドは口を開くと、彼女に見せつけるようにして胸の先端に齧りついた。湿った生温かい感触に身体が震え、舌先が乳嘴にゅうしをつつき、そうかと思えばにゅるりと巻き付けられる。

　ちゅぱちゅぱと淫らな水音が鼓膜を叩き、目の前で小さな火花がぱちぱちと散った。身体がしなり、まるで彼の口に胸を押しつけるかのように背中が浮いてしまう。

「ふぁ、あ、あっ……だめ、あ、い、っ……」

「ん、きもひいい……？」

　涙を散らして喘ぐレイチェルに、ウィルフレッドが問いかけてくる。だが、それに答えられるような余裕は、既に彼女にはなかった。

　彼の舌が蠢うごめくだけで、身体を快感が走り抜ける。身をよじって逃れようとしても、のしかかったウィルフレッドの身体がそれを許してはくれなかった。

　更に反対側も同じように舌で嬲なぶられると、もう訳がわからないほどに感じてしまう。どぷり、とお腹の奥からまた何かが溢れる感覚がして、下着がぐっしょりと濡れてしまっているのだけはやたらと鮮明に感じ取れた。

　それが気持ち悪くて身もだえすると、ぐちゅりと重たい水音がする。

　――や、これ、こわいっ……こんな風になってしまうの……？

　自分の身体の反応が信じられない。恥ずかしくてたまらないのに気持ちよくて、もっとして欲しいと思ってしまう。これほどに自分が淫らな女だったと知られたら、彼に嫌われてしまうかも。

　そう思って、唇を噛みしめて声を殺そうとすると、ウィルフレッドが目ざとくそれに気付いたようだった。

「だめですよ、そんなことをしては。痛いでしょう……」

　そう囁くと、彼は自分の指をレイチェルの口の中に入れてきた。太い、ごつごつとした指が口のなかをかき回す。唾液がたまって、息が苦しい。目に涙を浮かべながら、どうにか呑み込もうとすると、彼の指に吸い付くような形になる。

　必死にそうやって指に吸い付いているレイチェルに、ウィルフレッドが目を細め、唇をぺろりと舐めた。

　はあ、と漏らした吐息は熱く、どこか色めいた響きを隠しきれない。もう片方の手でゆっくりと髪を撫でると、彼はふと思い出したというように呟いた。

「そうでした……媚薬を盛られているのだから、苦しいでしょう。少し性急ですが、こちらも……」

　彼の手が腰をなぞり、お腹の上を撫でてゆく。かさついた手のひらの感触だけで、既に敏感になりきったレイチェルの身体は快感を拾い、無理に開けられたままの唇から声が溢れる。それにうっとりと聞き入りながらも、彼の手は止まらない。

　下着の中に指を潜り込ませると、柔らかな下生えをかき分けて、彼の指がその秘められた場所へと潜り込んでゆく。

　ぐじゅり、と水音が立ち、彼がごくりとつばを飲む。軽く舌で唇を湿らせると、さらに彼は指を奥にすすめた。花びらをかき分けられ、蜜口をゆっくりと撫でられると、途端にまぶたの裏に白い光が散る。腰がガクガク震え、レイチェルの唇の端から呑み込みきれない唾液が溢れた。

　それを親指の腹で拭うと、ウィルフレッドがうっとりとした笑みを浮かべる。

「こんなになるほど……これでは、辛いでしょう？　少しだけ、失礼しますね」

「え、あ、や、なに、ああっ……！」

　がばりと足を持ち上げられ、下着を引き下ろされる。すうすうと冷たい外気に晒され、蜜口がひくりと蠢くのがわかった。ウィルフレッドの視線をそこに感じ、レイチェルは恥ずかしさに身もだえする。

　――そんなところ、見ちゃいや……！

　そう思いはするけれど、声に出すことは出来なかった。なぜなら、それよりも彼がその場所に吸い付き、舌でぺろりと舐めあげたからだ。

　強烈な快感に、一瞬意識が飛ぶ。これまでよりも甲高い、悲鳴のような声が口からこぼれ落ちたが、ウィルフレッドはそのまま舌で花びらをかき分けると、小さなしこりのような部分をちゅっと吸う。

「い、あ、だめ、あ、ああっ、そこ、なに、いや、いやぁっ……！」

「ん、ここ……いいでしょう？　ほら、また蜜が溢れてきた」

　両の手を握りしめ、抵抗らしい抵抗もできず、レイチェルはただいやいやと首を振る。けれど、ウィルフレッドはそんなレイチェルの言葉を無視し、溢れる蜜を啜るとまた小さな芽を舌で嬲る。

　まぶたの裏に無数の星が散り、身体がガクガクと震えるのが止まらない。軽い絶頂を繰り返し、レイチェルの唇からは唾液がこぼれ、涙で顔はぐちゃぐちゃだ。

　またどぷりと奥から蜜が噴き出すのが感じられ、羞恥に新たな涙がこぼれる。

　だが、ウィルフレッドは嬉しそうに笑うと、レイチェルの耳元にそっと囁きかけた。

「ほら、もっと達して……もっと、もっと……媚薬が抜けないと、辛いから」

　ひくつく蜜口に指を差し込まれ、浅い部分で抜き差しが始まる。くるりと円を描くように隘路あいろを撫でられると、それだけでまた目の前に星が散った。きゅうきゅうと中に入った指を締め付ける感覚が鮮明に伝わってきて、それがまた新たな快楽の火種になる。

「う、うあ、あっ……いや、くるしっ……たすけ、てっ……」

「うん、もう少しですから……ほら……」

　探るように指が動かされ、徐々に奥へと進んでゆく。初めて異物を受け入れるというのに、レイチェルのそこは溢れる蜜のお陰かスムーズにそれを呑み込んだ。

　――媚薬の、おかげなのかしら……。

　夫婦関係が円満であるように使うものだ、と教えられていたレイチェルは、そんなことをふと思う。

　その思考で気がそれた一瞬を、ウィルフレッドは見逃さなかった。ぐっと指が更に奥に押し込まれ、ざらついた部分を刺激する。

「ふっ……、あ、なああん……!?」

「ここですか……」

　何か変だ、と思った瞬間に、ウィルフレッドが先ほどと同じ場所を指で擦る。そうすると、ぞくぞくっと身体の内側に快感が産まれ、それが奥に直接の刺激となって蜜洞を収縮させた。

　彼の指を喰い締め、その刺激で更に感じて身体が跳ねる。ああっ、ともう一度身体が跳ねそうになったとき、ウィルフレッドは全身で彼女にのしかかってきた。押さえ込まれると、快感を逃がす場所がなくなって、それが身体の中で暴れ回る。

「少し、我慢してくださいね……っ」

「ふぁ、あ、ああああっ……！」

　ウィルフレッドの指が抜き差しを繰り返し、親指が外のしこりをくにくにと撫で回す。彼の口はレイチェルの胸の先端を食べ、ちゅうっと吸い上げたり、舌で押しつぶしたりした。もう片方の手は、レイチェルのものと重ねられ、ぎゅっと握り込んでいる。

　彼の身体の中心の熱いものが、太ももにこすれ、それがなんなのかに気付いて、レイチェルの脳裏で光が弾け――そうになる。

　だが、あと一歩というところで、ウィルフレッドは動きを止め、その指を引き抜いてしまった。突然快感を取り上げられ、レイチェルは思わず恨みがましく彼を見上げる。

　そこで、彼の青い瞳と視線が交わった。ウィルフレッドは、これまでに見たことがないような、獰猛どうもうな光を宿した目でレイチェルを見つめ、自身のシャツに手をかける。

「痛かったら、言ってくださいね……これだけ濡れていれば、大丈夫そうですけど」

　そう言うと、彼は引きちぎらんばかりの勢いでシャツを脱ぎ捨て、トラウザーズも下穿きごと脱ぎ去ってしまう。そこから現れた彼のものに、レイチェルは「ひっ」と身を竦ませた。

　それはすでに天を向いてそそり立ち、先端から雫をこぼしててらてらと濡れそぼっている。

　少ない知識ではあったが、レイチェルはそれをどうするのか、一応知ってはいた。さきほどまで、ウィルフレッドが指で慣らしてくれた場所に、あれを受け入れるのだ。

　――それが夫婦の閨ごととは、習ったけれど……。

　だが、あんなものが本当に人間の中に入るのだろうか。目を見開き、呆然としたレイチェルに気付いたのか、ウィルフレッドは苦笑すると安心させるようにレイチェルの唇に啄むだけの口付けを落とした。
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「大丈夫……力を抜いて……」

　両腕を押さえつけられ、熱くて弾力のあるものがレイチェルの花弁をなぞる。ぐちゅりと音を立ててそれがゆっくりと侵入してくる感覚に、レイチェルは一瞬息を詰めた。だが、苦しかったのは最初だけ。

　蜜のぬめりを借りて、彼のものは隘路を押し広げながらじりじりと進んでくる。蜜洞をなぞられて、レイチェルの身体をぞくぞくとした快感が走り抜けた。

　――うそ、こんなっ……！

　目の奥がチカチカする。ゆるゆると押したり引いたりを繰り返されると、それはじんじんとした疼きとなって、腰の辺りにわだかまった。

「きつい……レイチェル、息をして……っ」

　掠れた声に、胸がキュンとする。そうすると、蜜洞がきゅうっと締まる感覚がして、ウィルフレッドが「うっ」と小さな呻き声を上げた。

　見上げると、額に汗を滲ませたウィルフレッドが、切羽詰まったような顔でこちらを見ている。額に焦げ茶色の髪が張り付き、その壮絶な色気にレイチェルの奥がまたきゅうっと収縮した。

「俺の天使は、悪い天使だな……」

　彼は、独り言のようにそう呟くと、がっしりとレイチェルの腰を抱え直す。

「大丈夫、媚薬が効いているから、レイチェルは快感だけを感じられると思う。けど、万が一痛くてももう……止められないと思う」

　掠れた声でそう告げると、ウィルフレッドの青い瞳がまっすぐにレイチェルを見つめた。どこか乞うようなその視線に頷くと、すぐに彼のものがぐっと奥に進んでくる。

「ひゃあ……っ」

「っぐっ……レイチェル……っ」

　ぷつ、となにかが押し広げられるような感覚がして、熱くて太い彼のものが一気に奥まで押し込まれた。

　ウィルフレッドの言っていたとおり、痛みはなかった。ただ、少し違和感のようなものがあったけれど、それよりも快感の方が優っている。

「くっ、レイチェル……少し、力を抜いて……」

「む、り……い……っ」

　身体がわななくのを止められない。きゅきゅうと収斂しゅうれんを繰り返す蜜洞は、彼のものをぎゅっと喰い締めて離さないと言わんばかり。

　小さく呻いたウィルフレッドの額から汗がしたたり落ち、それがレイチェルの肌に落ちて滑っていく。その感覚までをも鋭敏に捉え、レイチェルの胸が疼いた。

　――こうして繋がり合っていると、なんだか幸せな気分だわ……。

　彼の体温、肌のにおい、逞しい体つき。それら全てが、自分と一つになっている――そんな感覚に満たされ、心が浮き立つ。

「すき、すきなの……すき、ウィルフレッド……すきなの……」

　彼の首筋にすがりつき、レイチェルはうわごとのように繰り返し呟いた。すると、身体の中に入っているものが、ぐっと質量を増したように感じる。

　は、と小さな吐息が耳の傍に落ちて、レイチェルの身体がぐっと折り曲げられた。

「むり……すまない、後で怒られても……もう、無理……っ」

「や、え？　えあ、あ、あああんっ」

　ぐっと足を抱え込まれ、彼が一旦腰を引く。熱杭がぞろりと引き抜かれていく感触に震えたとき、ぐっとそれが押し込まれた。目の前に星が飛び散り、あう、と妙な声が唇から溢れる。ぞくぞくっとした感覚が背筋をのぼっていき、頭の奥で弾けた。

　それを何度も繰り返され、身体が揺さぶられる。身体の奥をえぐられるたびに快感の度合いが増し、どんどんと高みへと連れて行かれてしまう。

「も、むり……っ」

「まだだよ……っ」

　ぐっと腰を打ち付けられ、さらに奥を突かれると、身体の中を嵐のように快感が吹き抜けてゆく。それに翻弄され、レイチェルは荒波の中に放り出されるような感覚を味わった。

　途中で何も考えられなくなり、ただ快楽に翻弄される。

「んあぁう……っ、あ、ああっ……だめ、またきちゃ……」

「ん、うんっ……」

　余裕がないのは、ウィルフレッドも同じようだった。腰を打ち付ける速度がだんだん速くなり、激しくなっていく。

　それに導かれるように、レイチェルの身体はびくんと大きく痙攣し、足指の先が丸まってがくがくと震えた。

「ああっ……！」

　悲鳴じみた声が漏れ、頭の中が真っ白になる。中が激しく収縮し、彼のものをぎゅっと締め付けたのを感じた。

　う、とウィルフレッドが小さく呻き、お腹の奥に温かいものを感じる。あ、と思ったが思考は形にならなかった。

　ただ――意識を失う直前、彼が「俺の天使、愛している」と囁く声が聞こえたような、気がした。

















第八章　これからの未来












「ん……」

　ゆっくりと目を開くと、レイチェルは寝台の上で横になっていた。ぼんやりした頭はうまく働かず、今の状況をすぐには把握できない。

　――あれ？　私、昨日は……。

　いつの間に眠ってしまったのだったっけ、と思った瞬間、昨日の記憶がどっとよみがえってきた。

　ウィルフレッドの身体の熱も、触れた肌の感触も、全てが一気に思い出され頬が急激に熱を帯びる。ひえっ、と大きな叫び声を上げてガバリと飛び起きようとして――レイチェルは身体の違和感に気付いた。

　腰が痛くて、腕や足がだるい。足の間に、まだ何か入っているような、そんな感覚が残っている。

　――なにか、っていうか……あれよね……。

　天を向いていた彼のものを思い出して、レイチェルは首を振りながらばたばたと暴れ回った。仕上げにもう一度頭から掛け布を被ると、その中で丸くなる。

　――今日から、一体どんな顔をしてウィルフレッドに会ったら良いの……!?

　ひえん、と小さな悲鳴を上げたとき、寝室の扉が小さな音を立てて開いた。驚きに身を固くしたレイチェルの耳に、おや、と戸惑ったような声が聞こえてくる。

　かつかつと靴を鳴らす音が寝台に近づいてきて、傍に人の立つ気配がした。

「レイチェル……？　起きましたか？」

　レイチェルは、ぎくりと身体を強ばらせた。もちろん、声の主はウィルフレッドだ。そういえば、いつの間にか彼は姿を消していて、起きたときは自分一人だったことに今更思い至る。

　どうせなら、一緒に起きたかった、と一瞬考えてから、レイチェルは今の自分の格好に気付いて掛け布の端を強く握り、半泣きで身を縮こまらせた。

　――まだ、寝間着姿なのに……っ。

　それこそ昨日、隅から隅まで見られてしまっているけれど、それとこれとは話が別だ。着替えもしていない姿を晒すなど、恥ずかしいにもほどがある。

　だが、そんなレイチェルの戸惑いや恥じらいなど、どうやら彼には届かなかったらしい。ちょい、と掛け布が引っ張られ、半分ほど顔が出てしまう。

「やっぱり起きて……どうしたんですか？　どこか痛みますか？」

「そうじゃ、ないけど……っ」

　覗き込んできた彼の青い瞳には、今は心配そうな光が浮かんでいる。だが、レイチェルはそれからすっと目を逸らすと掛け布の端を握りしめたまま震える声でそう答えた。

　するとウィルフレッドは、ほっとしたように息をつき、それから少し真面目な顔を作る。

「薬の方の影響も、もう消えていそうですね……。レイチェル、これを羽織って、そう……腕を通せる？　うん……じゃあ、これから少しこの部屋に人を入れるけど、いいかな」

「人を……？」

　意味がわからずそう問い返すと、彼が苦笑する気配がした。

「昨日、あなたに媚薬を飲ませた犯人を、捕まえてきたんですよ」

「えっ……？」

　再び彼に視線を戻す。先ほどまでと同じように、ウィルフレッドは視線を逸らすことなくレイチェルを見つめていた。だがその瞳に浮かぶ光はどこか酷薄さを感じさせ、レイチェルは「ひっ」と身を竦ませる。

　それに気付いたのか、彼は肩をすくめると小さく首を振った。

「いえ――すみません、決してレイチェルに怒っているわけではなくて――いいえ、ここから先は彼女に話して貰いましょう。――入って、マーシャ」

　背後を振り返り、ウィルフレッドが扉の外に声をかける。薄々気付いてはいたものの、その名前が出たことに、レイチェルは言い知れぬ失望を感じた。

　一番信頼する、幼い頃から傍にいた――彼女が、どうして。

　だが、開いた扉から入室してきたマーシャは、崩れ落ちるようにして床に座り込むと、堪えきれないと言った様子で床に突っ伏し、泣きながら謝罪した。その顔色は真っ白で、一晩でこれほど――と驚くほどに憔悴している。

「申し訳ございません、姫さま……っ」

「マーシャ……」

　その姿に驚いて、レイチェルは小さく呟くと掛け布を握る手にぎゅっと力を込めた。どうして、なぜ――そんな言葉が頭の中で渦を巻き、他に何を言うことも出来ない。

　救いを求め、ウィルフレッドの方へと視線を向けると、彼は冷静な表情でマーシャを見つめていた。

　それきり、部屋の中には沈黙が降り、ただマーシャが嗚咽を漏らすその声だけが静かに響いている。

　――マーシャ……。

　これまで彼女と過ごしてきた記憶が走馬灯のようによみがえって、レイチェルは唇を噛みしめた。痛みを堪えて身体を起こすと、寝台から降りる。

　そして、マーシャの前にかがみ込むと、その手をそっと握った。

　――絶対に、何か事情があるんだわ……。

　そうとしか思えない。よくよく思い返してみれば、昨日のマーシャは酷く顔色が悪かったし、態度もどこかぎこちなかった。

「マーシャ……事情を、話してくれるわね？」

「……っ、姫さまっ……！」

　レイチェルがそう優しく声をかけると、泣き伏していたマーシャがぐしゃぐしゃになった顔を上げ、また新しい涙が目からこぼれてくる。それをそっと拭い、レイチェルは彼女の背中を撫でてやった。

「姫、さまぁ……っ」

　申し訳ございません、と何度も呟きながらマーシャが話すところによれば、どうやらこの媚薬を仕込むようにと命じたのはモーエン侯爵だという。思いも寄らない名前が出てきて、レイチェルは驚きに目を丸くした。

「モーエン侯爵が、どうして……」

「……パトリック殿下との噂を、本当にするためだと……」

「パトリック殿下と……？」

　レイチェルははっとした。そういえば、あのお茶――媚薬をマーシャが運んできたのは、確かにパトリックがいるときだ。改めて考えてみればおかしなことに、パトリックが訪問してきたのは「手紙で呼び出されたから」だと言っていたではないか。

　息を呑むレイチェルに、その続きを告げたのはウィルフレッドだった。

「……モーエン侯爵の狙いは、パトリック殿下とレイチェルの婚姻により二国の間に同盟を結ぶことでした。それを実現することで、自身の評価を高めたいと考えていたようです。それで最初は、自分の娘を売り込もうとしていたようですが……」

「……ああ」

　そういえば、エリナーは最初、パトリックにずいぶんとまとわりついていた。あれは、おそらく父親の指示だったのだろう。

　だが、それもレイチェルがパトリックを助けたせいで、叶わなくなってしまった。そこへ、パトリックと自分とが親しい間柄だと誤認されるような行動を取れば――標的がこちらに向けられるのは頷けない話ではない。

　レイチェルは、ごくりとつばを飲み込み、マーシャに視線を戻した。彼女はうつむき、時折鼻を啜りながら黙って聞いている。

「でも……どうして……」

　一番気になるのはそこだ。マーシャは、レイチェルが一番信頼する侍女だ。彼女もまた、生涯自分に仕えたいと言ってくれていたはず。

　――そのマーシャが、なぜ……？

　レイチェルの言葉に、マーシャは小さく震えると、再び床に突っ伏して「申し訳ございません」と肩を震わせた。

「ま、マーシャ……」

「……ここからは、俺が。マーシャは……母君を人質に取られていたのです」

　泣き伏し、喋れないマーシャに代わって、小さく息を吐き出したウィルフレッドが説明を始める。その内容に、レイチェルは驚き、次いで怒りに身体が震えるのを感じた。

　マーシャの母バーサは、自分にとっても母同然だ。そのバーサを、卑劣にもモーエン侯爵は人質に取り、マーシャを脅していたのだという。

「いつでも殺せると……そう脅されたマーシャは、あの媚薬を殿下に……」

「そう……マーシャ、ごめんなさいね……あなたの様子がおかしいことに気付いていながら、何も聞いてあげられなくて」

　自分のことばかり考えていて、様子のおかしい彼女のことを見逃してしまった。もし、もっとマーシャに気を配れていたら、彼女から事情を聞き出し、力になることも出来たはずだ。マーシャに、そんなことをさせる前に。

　レイチェルは唇を噛みしめると、顔を上げウィルフレッドに問いかけた。

「……それで、ウィルフレッド、バーサは？」

「幸い、パトリック殿下もマーシャの様子がおかしいことに気づき、情報を集めさせていたそうで……」

　パトリックが集めた情報と、それからウィルフレッドがマーシャから聞き出した情報の二つをもって、既にモーエン侯爵は捕らえられ、バーサは無事保護されているという。

　――さすがというか……ウィルフレッドはともかく、パトリック殿下もさすがね……。マーシャが絡んでいるからかしら。

　もう全てが済んでいることに、若干の驚きはあるものの、ほっとした気持ちの方が強い。安堵の吐息を漏らし、レイチェルはマーシャの背中をそっと撫でた。

「良かったわ……あなたにも、バーサにも何事もなくて……」

「……っ、姫……さま……」

「もう……泣き止んで、マーシャ。あなたがそんな風だと、私も安心できないわ……」

　そっと抱きしめるように肩に手を回すと、マーシャはレイチェルにすがりつくように抱きつき、また声をあげて泣き始める。その様子を、ウィルフレッドはいつもの優しい表情で見つめていた。












　数日後。レイチェルは午後のお茶の時間を、自室で過ごしていた。その背後にはマーシャが控えており、正面にはパトリックが座っている。

　彼は恐ろしいほどに上機嫌で、時折レイチェルの後ろに視線を投げると、意味ありげな笑みを浮かべていた。

　その様子に、レイチェルは呆れたように小さくため息をつくと、部屋の扉に何かを待ちわびるような視線を向ける。

　今日はここに、もう一人来るはずなのだ。

　――遅いわね……。

　既に約束の時間から、十五分ほどが経過している。もしかしたら、前の予定が押しているのかもしれない。

　それもそうだろうな、と肩をすくめてレイチェルは目の前のカップを手に取ると香りを確かめてから口をつけた。いつもと同じ、レイチェルの好きな香りと好きな味。

　ふふ、と小さく笑うと、背後で小さく咳払いする声が聞こえる。どこか決まり悪げなその響きに小さく笑うと、カップをソーサーに戻す。目の前で機嫌良くお茶菓子を摘まんでいるパトリックに視線を向け、レイチェルは「それで」と端的に切り出した。

「パトリック殿下は、いったいいつ国にお帰りになるのかしら」

「そんなに追い返したいんですか？」

　そういうわけではないけれど、と眉間にしわを寄せ、唇を尖らせてみせると彼は「あはは」と軽い笑い声をあげた。それから、レイチェルの背後に視線を向けて、腕組みをする。

「そうですねぇ……彼女が頷いてくれたら、今すぐにでも帰るんですけど」

「あら、まだオッケーが貰えずにいるの？」

　からかうようにそう告げると、彼は「そうなんだよねぇ」と不満げに呟いた。

「僕のことは好きだと言ってくれたけど、結――」

「パトリック殿下……っ！」

　パトリックの言葉を途中で遮り、とうとうマーシャが悲鳴のような声をあげて顔を覆った。振り返ると、指の隙間から赤くなった頬が見える。

　どうやら彼女は、バーサの件でいち早く動いてくれたパトリックに好意を抱いたらしい。もともと悪い印象がなかったことから、まめまめしく見舞いに訪れ、真摯に心配してくれる彼への気持ちが育つのに、そう日数は必要なかった。

　――かわいい。

　マーシャには幸せになって欲しい、と心から思っている。遠く離れてしまうのは寂しいけれど、彼女ならばきっと、ルカンシエ王国に行ってもやっていけるに違いない。

　それに――パトリックの兄が王位を継いだ後は、彼は臣籍降下して外交を担う役職に就くのだと言っていたではないか。ウェレイヴ王国とルカンシエ王国は友好国だ。彼女が嫁いでも、再び顔を合わせる機会はありそうだ。

　だから――と口の端を吊り上げ、少し悪戯っぽい笑みを浮かべると、レイチェルはからかうように彼女に告げた。

「早く覚悟を決めたら良いのに」

「ひっ……姫さまぁ……っ!?」

　どうやら、自分が味方でないことにショックを受けたらしい。今にも泣きそうな顔で、マーシャがすがりついてくる。

　それを少々面白くなさそうに見つめ、パトリックが口を開こうとしたとき、その背後からノックの音が聞こえた。

　ぱっと顔を輝かせ、レイチェルが弾んだ声で「どうぞ」と告げる。

　すぐに扉がゆっくりと開き、そこから現れたのは焦げ茶の髪に青い瞳をしたレイチェルの待ち人――ウィルフレッドの姿だ。立ち上がって駆け寄ると、レイチェルはその腕の中にぴょこんと飛び込み、腕の回りきらない逞しい身体に抱きついた。

　突然抱きついたというのによろけることもなく、難なくレイチェルの身体を受け止めたウィルフレッドが、苦笑を漏らす。

「レイチェル、歓迎はありがたいですけれど、みんなの面前ですので……」

「いいじゃない……少しくらい」

　だって、大好きな人に会えたのだもの――これからは、感情を隠したりしないと。誤魔化したりしないと決めたのだ。

　――最初から、そうしていれば良かったんだわ……。

　ふふ、と笑うとレイチェルは彼の腕を引き、自分の隣の席に座らせた。

「で、どうするの……？　明日はもう、シーズン最後の夜会よ？　そこで婚約発表するって、お兄さまに宣言したんでしょう？」

「ええ」

　パトリックは事もなげに頷き、逃げだそうとしたマーシャの腕をぱしりと掴んだ。にこりと彼女に向かって微笑みかけると、その表情のままレイチェルに視線を向ける。

「なので――これから少し、彼女と二人だけで話をさせていただきたいのですが」

「いいわよ」

「ひ、姫さまぁ……!?」

　悲鳴を上げたマーシャが、パトリックに連行されて扉の外に消えていく。徐々に遠くなっていく叫び声と共にそれを見送って、ウィルフレッドが呆れたようにため息をついた。

「遅れたのは悪かったと思いますが、慌ただしいですね……」

「うふふ……マーシャも素直になったら良いのに……」

　彼の隣に腰を下ろし、レイチェルはカップに口をつけた。

　ちらり、と彼の横顔を伺うと、こちらを見ている優しい瞳と視線が交わった。途端に、頬が燃えるように熱くなり、慌ててそれを隠そうと手のひらで覆う。

「殿下は素直になってくださって、良かったですよ」

　そんなレイチェルに向かって、ウィルフレッドはそう囁く。それから、レイチェルの腕を取ると、彼女に代わってその頬に手を添え、それからそっと顔を近づけてくる。

「ウィル、まっ……」

「待てません」

　呼気が触れるほど傍で呟くと、彼はレイチェルの唇にそっと自分のものを重ねた。啄むようだった口付けが、次第に深くなっていく。

　その合間に、ウィルフレッドは尚も囁いた。

「パトリック殿下との噂、本当に嫉妬したんですよ……」

「だ、だからぁ……んっ、それは……っ」

　あれは、あくまでも偽りの噂で、パトリックからの提案だったのだということは、きちんと話をした。その上で、ウィルフレッドが少しでも気にしてくれたら、という気持ちがあったことも。

　それを聞いた彼は、大きな吐息を漏らしながら今と同じように「嫉妬、しましたよ……」とこぼしたものだ。

　嬉しい、とその時は思った。けれど、それ以来彼はまるで意趣返しをするかのように、そのことを持ち出してくることがある。

　――でも、それも……彼の素直な気持ちなのだもの……。

　目を閉じ、彼との口付けに溺れながら、レイチェルは頭の片隅でそう考えた。

　明日の夜会では、レイチェルとウィルフレッドの結婚の日取りがとうとう発表される。きっとみんな驚くことだろう。

　その上で、おそらくパトリックとマーシャの婚約も発表されるはずだ。

　――まあ、マーシャが頷けば、だけれども。

　きっとみんなが幸せになる。そんな未来を予感して、レイチェルはウィルフレッドに微笑みかけるのだった。
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